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今年「唐津やきもん祭り」のテーマが「食と器の縁結び」でした。
器はかざって鑑賞することもいいですけど、料理を盛るとまた違った見え方がして楽しいものです。
唐津に行って、唐津の新鮮な魚を唐津焼きの器で食べてみてはいかがですか。

唐津焼

〈 む つ ご ろ 〉 平成28年10月15日1



2〈 む つ ご ろ №64　〉



3 〈 む つ ご ろ №64　〉

新
春
懇
親
会

新
春
懇
親
会

平
成
二
十
八
年

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
七
日　

於
：
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
博
多

28年　新春懇親会　協賛品一覧
№ 協　賛　品 数量 ご提供先

1 古代七穀米　スティック・
ヤーコン細うどん 各5個 江北町

2 きんかん（1㎏）、高菜（3種）各5個 有田町
3 お菓子（鳥栖興し） 10個 鳥栖市

4
銘茶セット（蒸製玉緑茶・釜炒り茶セット） ３箱 嬉野市
塩のり・ふりかけセット ４個 小城市

5
稲荷　ようかん（６本入） ５個

鹿島市
のごみ人形（さる鈴） 10個

6
いちご（さがほのか） 10箱

玄海町
健康茶（ミシマサイコさんお愛情茶） 10個

7 ひしぼうろ（12個入） 10箱 神埼市
8 山茶花の湯　ペアチケット 10個 吉野ヶ里町
9 豆菓子4袋セット 10個 武雄市
10 大町たろめん乾麺2食入り 20個 大町町

11
松原おこし（3個）、曳山せんべい（3個） 6個

唐津市
玄海漬 4缶

12 伊万里牛みそ汁（5個入り） 10個 伊万里市

13
佐賀のりセット 5個

佐賀市
佐賀城下ひなまつりペア入場券 5セット

14 みかんジュース 10本 太良町

15
六田旭豆 30個

みやき町六田旭豆（沖縄黒糖蜜） 10個
六田旭豆（弊立の森の竹炭） 10個

16 特製お菓子セット 20個 村岡総本舗
17 お菓子のセット 20個 一柳
18 千鳥饅頭 20個 千鳥屋本家
19 大原松露饅頭 20個 大原老舗

抽選会用景品 一覧
№ 協　賛　品 数量 ご提供先

1 ステンレス　マグ １個 佐賀銀行

2 ペア食事券 １セット KKRホテル博多

3 血圧計 ２個 CRC（江川 洋 様）

　

今
年
一
番
の
寒
波
の
あ
と
の
一
月

二
十
七
日
（
水
）、
い
つ
も
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ

テ
ル
博
多
に
て
新
春
懇
親
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

初
参
加
の
ビ
ジ
タ
ー
35
名
を
交
え
て

総
勢
１
７
８
名
と
久
々
の
に
ぎ
わ
い
に

19
テ
ー
ブ
ル
の
花
々
が
咲
き
誇
っ
て
い

ま
し
た
。

　

佐
賀
県
内
か
ら
の
お
み
や
げ
と
フ
ラ

メ
ン
コ
の
リ
ズ
ム
も
会
場
で
の
交
流
を

盛
り
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。

何んば話しよっと

フラメンコ

なごやかな会場

「栄の国」で締めくくり

新役員紹介

永倉会長



平成２8年6月2日（木）於：KKRホテル博多

福岡市佐賀県人会定期総会福岡市佐賀県人会定期総会
平成２8年度

　
今
年
の
定
期
総
会
も
、
多
数
の

ご
来
賓
や
相
談
役（
別
表
）に
ご
臨

席
賜
り
、
現
役
の
学
生
さ
ん
も
加

わ
り
、
１
８
９
名
の
参
加
者
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。来
賓
あ

い
さ
つ
で
は
、
副
島
副
知
事
よ
り

佐
賀
県
の
近
況
を
ご
披
露
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
総
会
の
部
で
は
、
役
員
改
選
と

規
約
の
変
更
が
承
認
さ
れ
、
10
年

間
勤
め
ら
れ
た
永
倉
遵
五
郎
会
長

に
替
わ
り
、
江
川
洋
氏
を
新
会
長

に
選
出
致
し
ま
し
た
。新
会
長
は

「
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
の
も
と
、
伝
統
あ
る
県
人
会
を

も
っ
と
有
意
義
な
も
の
に
し
た

い
」と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
、永
倉
前

会
長
へ
は
感
謝
状
と
花
束
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
福
岡
を
拠
点
に

感謝状の贈呈

江川新会長

副島佐賀県副知事

会場内の笑いの輪

活
躍
中
の
ア
イ
ド
ル「
Ｌ
ｉ
ｎ
Ｑ
」

の
歌
と
踊
り
に
元
気
を
も
ら
い
、

会
場
内
は
な
つ
か
し
い
佐
賀
弁
が

飛
び
交
っ
て
親
睦
と
交
流
が
進
み

ま
し
た
。

　
最
後
の「
栄
の
国
」総
踊
り
で
は
、

二
重
円
に
な
る
程
、新
し
い
参
加
者

が
増
え
て
き
ま
し
た
。又
、
会
場
内

で
大
分
・
熊
本
地
震
へ
の
義
援
金

を
募
り
、佐
賀
善
意
銀
行
を
通
し
５

万
円
を
寄
付
致
し
ま
し
た
。
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ご来賓の皆様ご来賓の皆様ご来賓の皆様ご来賓の皆様 当日ご出席戴きましたご来賓の皆様をご紹介致します。（順不同）

田中　久也 様 福岡県議会議員
加地　邦雄 様（代） 福岡県議会議員
原竹　岩海 様（代） 福岡県議会議員
小畠　久弥 様 福岡市議会議員
飯盛　利康 様 福岡市議会議員
富永　周行 様 福岡市議会議員
森　あや子 様 福岡市議会議員

◆ 参加相談役 ◆

福岡大学の皆さん（学生4名） 九州産業大学の皆さん（学生5名）

司会者LinQ

感
　
　想
　
　文

　九
州
産
業
大
学

　工
学
部
三
年

　
　
　

江

　原

　和

　志

　今
回
、
昨
年
に
引
き
続
き
九
州
産
業

大
学
の
代
表
と
し
て
、
福
岡
市
佐
賀
県

人
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　昨
年
、
本
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
際
、
先
輩
方
の
偉
大
さ
や
会
場
の
雰

囲
気
に
飲
ま
れ
、
自
ら
積
極
的
に
話
し

か
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
周
囲
の
方
々
か

ら
話
し
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
し
か
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
私
自
身
「
せ
っ
か
く
の

機
会
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
っ
た
。」
と

非
常
に
悔
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　今
回
は
、
副
島
副
知
事
様
を
は
じ
め
、

佐
賀
県
出
身
者
の
多
種
多
様
な
方
々
と

積
極
的
に
名
刺
交
換
を
行
い
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
先
輩

方
は
、
様
々
な
経
歴
や
業
種
の
方
が
多
く
、

改
め
て
佐
賀
県
人
会
の
凄
さ
を
実
感
さ

せ
ら
れ
、
ま
た
、
多
く
の
方
と
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
な
か
で
、
様
々
な
視
点
や

観
点
か
ら
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
出
来
、

挨
拶
や
言
葉
遣
い
、
名
刺
交
換
の
仕
方
等
、

普
段
の
大
学
生
活
で
は
絶
対
に
味
わ
う

こ
と
が
出
来
な
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　今
後
も
、
本
学
の
後
輩
に
は
毎
年
こ

の
「
福
岡
市
佐
賀
県
人
会
」
に
参
加
し
、

交
流
の
場
を
広
げ
て
自
分
の
視
野
を
広

げ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　結
び
に
あ
た
り
、
今
回
の
ご
縁
を
今

後
も
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
精
一
杯
学
業
に

励
み
な
が
ら
大
学
生
活
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
福
岡
県
内
の
佐
賀
出

身
の
大
学
生
が
本
会
に
継
続
し
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
経
験
を
積
む
こ
と
が
、

私
達
次
世
代
の
励
み
と
な
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

＊佐賀県副知事 副島　良彦 様
＊福岡市副市長 荒瀬　泰子 様
＊佐賀市副市長 御厨　安守 様
＊小城市長 江里口秀次 様
＊鳥栖市長 橋本　康志 様

＊嬉野市長 谷口太一郎 様
＊みやき町長 末安　伸之 様
＊江北町長 山田　恭輔 様
＊衆議院議員 岩田　和親 様

最後はやはり、「栄の国」の総踊りです。

5 〈 む つ ご ろ №64　〉



6〈 む つ ご ろ №64　〉

　

佐
賀
市
に
あ
る
今
村
氏
の
事
務
所
は
、
初
入

閣
が
報
じ
ら
れ
た
前
日
夜
か
ら
祝
福
の
電
話
が

鳴
り
続
け
た
。
対
応
し
た
妻
の
佳
草
さ
ん
（
68
）

は
「『
次
こ
そ
大
臣
を
』
と
い
う
声
を
聞
く
た
び

に
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
き
た
の
で
、
ほ
っ
と

し
て
い
る
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

　
「
こ
の
男
を
１
回
は
大
臣
に
す
る
︱
」。
そ
ん

な
思
い
で
選
挙
を
支
え
て
き
た
元
県
議
会
議
長

の
本
山
光
二
さ
ん
（
87
）
＝
杵
島
郡
白
石
町
＝

は
「
長
い
こ
と
待
ち
望
ん
で
い
た
か
ら
、
や
っ

た
な
あ
と
思
っ
た
よ
」
と
感
慨
深
げ
。
今
村
氏

の
生
家
と
近
所
で
、
家
族
ぐ
る
み
で
付
き
合
っ

て
き
た
鹿
島
市
の
小
笠
原
百
代
さ
ん
（
81
）
は

「
口
べ
た
だ
け
ど
、
優
し
く
て
正
直
な
人
。
大
事

な
復
興
と
い
う
仕
事
も
真
面
目
に
取
り
組
ん
で

く
れ
る
は
ず
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

活
躍
を
望
む
声
は
親
し
い
人
に
限
ら
な
い
。

佐
賀
市
の
主
婦
山
口
澄
子
さ
ん
（
71
）
は
「
２

世
や
３
世
の
議
員
よ
り
庶
民
的
。
そ
の
感
覚
を

震
災
復
興
に
も
生
か
し
て
」
と
要
望
し
た
。

　

山
口
祥
義
知
事
は
「
九
州
で
は
震
災
対
策
も
含

め
て
復
旧
、
復
興
が
大
き
な
論
点
に
な
っ
て
い
る

の
で
、そ
の
意
味
で
も
タ
イ
ム
リ
ー
な
就
任
だ
し
、

ご
活
躍
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
」と
語
っ
た
。

（
佐
賀
新
聞　

平
成
二
十
八
年
八
月
四
日
分
よ
り
）

江
川
　
　
洋

　

こ
の
度
、
永
倉
会
長
の
ご

勇
退
に
よ
り
、
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
江
川
洋

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
の
金
子
会
長
以
来
、
こ
の
県
人
会
は
多

今
村
　
雅
弘
　
様

（
衆
議
院 

九
州
比
例
区  

鹿
島
市
出
身
）

　

第
３
次
安
倍
再
改

造
内
閣
で
初
入
閣
し

た
今
村
雅
弘
復
興
相

（
69
）
は
３
日
夜
の
就

任
記
者
会
見
で
、「
被

災
地
に
寄
り
添
う
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
何
度
も

使
い
な
が
ら
、「
私
の
よ
う
に
は
る
か
遠
い
九
州

の
人
間
が
東
北
の
復
興
に
取
り
組
む
こ
と
が
被
災

者
に
勇
気
を
与
え
る
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

１
月
か
ら
衆
院
の
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

委
員
長
を
務
め
、
被
災
地
を
視
察
、
激
励
し
て

き
た
。「
ハ
ー
ド
面
で
は
か
な
り
復
興
が
進
ん
で

き
た
が
、産
業
な
ど『
な
り
わ
い
』の
再
生
は
も
っ

と
ピ
ッ
チ
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
認

識
を
示
し
、「
現
場
主
義
を
徹
底
し
、
司
令
塔
の

役
割
を
果
た
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
目
を
迎
え
、
復
興

庁
が
発
足
し
て
５
人
目
の
大
臣
と
な
る
。
交
代

が
早
い
と
の
指
摘
に
対
し
て
は
「
党
の
方
針
は

ぶ
れ
な
い
。
状
況
に
応
じ
て
（
取
り
組
み
は
）

変
更
し
な
が
ら
も
目
標
は
絶
対
に
失
わ
な
い
。

大
臣
だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
や
っ
て

い
く
」
と
強
調
し
た
。

　

７
期
目
の
初
入
閣
に
地
元
は
沸
い
た
。
今
村

雅
弘
衆
院
議
員
が
復
興
相
に
就
任
し
た
３
日
、

佐
賀
県
内
で
は
支
持
者
ら
か
ら
喜
び
の
声
が
上

が
っ
た
。
国
の
震
災
復
興
事
業
を
統
括
す
る
重

責
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
熊
本
地
震
の
被
災
地

支
援
に
関
わ
る
人
た
ち
や
、
県
内
に
身
を
寄
せ

る
東
日
本
大
震
災
被
災
者
か
ら
は
「
復
興
の
加

速
を
」
と
、
期
待
や
注
文
が
寄
せ
ら
れ
た
。

新
会
長
あ
い
さ
つ

祝
　
入
閣
　
復
興
大
臣

祝
　
入
閣
　
復
興
大
臣

く
の
諸
先
輩
方
の
尽
力
に
よ
り
、
歴
史
を
積
み

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
昨
年
、
嘉

村
代
表
理
事
、
貞
方
常
任
理
事
が
突
然
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
遺
志
を
継
い
で
、
今
後

と
も
故
郷
佐
賀
県
の
発
展
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を

心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
佐
賀
県
人
会
の
第
一
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
今

ま
で
通
り「
明
る
く
楽
し
い
会
」と
し
、第
二
に
は
、

「
私
を
育
て
て
い
た
だ
い
た
恩
返
し
の
会
」
と
考

え
て
い
ま
す
。
故
郷
に
対
し
て
、
今
の
自
分
に
何

が
で
き
る
の
か
大
変
楽
し
み
な
気
が
い
た
し
ま

す
。
そ
し
て
今
回
、
多
く
の
若
い
男
女
の
役
員
が

誕
生
し
ま
し
た
。
新
し
い
発
想
の
下
、
さ
ら
に
楽

し
い
県
人
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
の
波
の
中
で
、

人
口
減
少
と
い
う
厳
し
い
現
実
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
佐
賀
県
も
例
に
も
れ
ず
、
平
成
17
年

に
は
８
６
・６
万
人
あ
っ
た
人
口
が
、
10
年
後
の

平
成
26
年
に
は
８
３
・５
万
人
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
を
含
め
て
多
く
の
会
員
の
皆

様
が
住
ん
で
い
る
福
岡
市
は
人
口
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
将
来
的
に
は
県

境
に
長
い
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
や
鉄
道
の
敷
設
な

ど
奇
想
天
外
な
発
想
で
、
福
岡
市
南
西
部
と
佐

賀
県
北
東
部
を
つ
な
ぐ
計
画
が
で
き
な
い
も
の

か
模
索
し
て
み
て
は
ど
う
か
提
案
し
ま
す
。

　

素
人
が
思
い
つ
く
ま
ま
に
口
に
す
る
と
、
ご

専
門
の
方
か
ら
お
叱
り
を
受
け
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
今
後
と
も
佐
賀
県
の
発
展
の
た
め
に

様
々
ご
意
見
を
県
人
会
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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福岡市佐賀県人会　役員名簿
＜平成 28年 6月～平成 30年６月＞

名誉会長・会長・副会長　
役職 氏名 勤務先等 出身

名 誉 会 長 金 子 宜 嗣 ㈱ SEED ホールディングス� 取締役名誉相談役 唐津市出身

名 誉 会 長（新） 永　倉　遵五郎 インターナショナル・ニュー・フェローズ� 代表 佐賀市出身

会　　　長（新） 江 川 　 洋 ㈱ CRC� 会長　兼　社長 唐津市出身

副　会　長 井 浦 順 爾 佐賀龍谷学園� 理事長 佐賀市出身

副　会　長 西 村 浩 司 ㈱にしけい� 相談役 佐賀市出身

副　会　長 今 泉 　 直 佐賀銀行� 常務 佐賀市出身

代表理事・理事・監事
役職 担当 氏名 勤務先等 出身

代表理事 全般 水 田 國 生 ミッズコーポレーション� 代表 鳥栖市出身
常任理事

（事務局担当） 広報 清 村 克 行 ㈱ファーストライン� 部長 小城市出身

常任理事 組織 高 島 尚 人 梅林建設㈱　福岡支店� 営業次長 神埼市出身

常任理事 行事 林 谷 　 誠 メットライフ生命保険㈱大濠エイジェンシーオフィス� マネージャー 嬉野市出身
常任理事

（事務局担当） 総務 鶴 　 博 行 福岡県住宅センター� 顧問 唐津市出身

監事 行事 園 田 一 弘 地域活動 鳥栖市出身

監事 組織 大 庭 隼 夫 地域活動 鳥栖市出身

理事 広報 竹 下 正 敏 松尾建設㈱� 常務 佐賀市出身

理事 広報 長 井 雅 子 ㈱薬院地所� 社長 鳥栖市出身

理事（新） 広報 川 上 優 子 日本生命保険　福岡南営業部� 佐賀市出身

理事（新） 広報 小 島 幸 弘 ㈱安井建築設計事務所� 企画主事 鳥栖市出身

理事（新） 広報 池 田 純 子 ㈱ SRC� 社長 佐賀市出身

理事 行事 無津呂　繁　憲 ㈱無津呂商店� 社長 佐賀市出身

理事 行事 小笠原　正　行 ㈱小笠原� 社長 鹿島市出身

理事 行事 東　　　久美子 ㈱インターナショナルアカデミー� 取締役 佐賀市出身

理事 行事 徳 田 博 正 ㈱アーバンゲット� 社長 伊万里市出身

理事 総務 鶴 田 敏 博 トヨタ・Ｌ＆Ｆ福岡㈱� 専務 唐津市出身

理事 総務 永　瀬　慎太郎 税理士法人ノリタ福岡オフィス� 税理士 伊万里市出身

理事 組織 野 口 　 誠 Ｎ建設コンサルタント� 代表 みやき町出身

理事 組織 幸 田 泰 秀 地域活動 多久市出身

理事 組織 木 下 敏 之 福岡大学経済学部� 教授 佐賀市出身

理事 組織 於 保 貴 子 野中義美税理士事務所 佐賀市出身
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福岡市佐賀県人会規約（改訂分）
第１章　　総　　則
　第１条	 本会は、福岡市佐賀県人会と称する。
　第２条	 本会は、福岡市ならびに近郊在住の佐賀県出身者及び縁故者をもって組織する。
　第３条	 本会は、福岡市に事務所を置き必要に応じて各支部・地域支部・学校別支部を置く。
第２章　　目的及び事業
　第４条	 本会は、佐賀県出身者及び関係者の相互連絡・親睦・繁栄を図ることを目的とする。
　第５条	 第４条目的に必要な、事業を行う。
第３章　　会　　員
　第６条	 本会は、会員を次のように定める。
　　　　	 会　員　所定の年会費を納入し、氏名を登録したものとする。
　　　　	 準会員　会員の縁故者等で所定の年会費を納入し、氏名を登録したものとする。
第４章　　役員及び職務権限
　第７条	 本会、次の役員を置き、規約に基づいた権限を定める。
　　　　	 名誉会長　若干名	 会　　長　１　名	 副 会 長　若干名
　　　　	 代表理事　１　名	 常任理事　若干名	 理　　事　若干名
　　　　	 監　　事　２　名
　第８条	 名誉会長・会長・副会長は、総会で承認を得る。代表理事は、会長指名。理事は理事会で推薦
　　　　	 し、監事は、役員会の決議を経て会長委嘱とする。
　第９条	 会長は、本会を総括する。副会長は、会長を補佐する。会長職務代行に支障が生じたときは会
　　　　	 長指名の副会長が代理する。副会長ともに、職務代行支障があるときは、代表理事がその職務
　　　　	 を行う。代表理事は、会長の指示を受け職務を総括する。常任理事は、代表理事を補佐し職務
　　　　	 を行う。
　　　　	 理事は、重要事項を審議し、会長の指示により職務を行う。
　　　　	 監事は、民法第５９条の職務を行う。
　第10条	 役員の任期は、２年とし再任は妨げない。欠員により就任した役員の任期は、前任者の
　　　　　在任期間とする。
　第11条	 役員の任期が満了しても、後任者が就任するまでは前任者が、その職務を行うものとする。
　第12条	 本会は、顧問及び相談役を若干名置き、会長が委嘱する。
　　　　　顧問及び相談役は、重要な事項について会長の諮問に応える。
第５章　　会　　議
　第13条	 本会の会議は、総会・役員会・理事会・執行部会に分類する。
　　　　　会長は、必要に応じて招集し主催で会議を開催することができる。但し、簡易事項または、
　　　　　緊急を要する事項については、書面により賛否を求め、会議に代えることが出来る。
　　　　	 総　　会　年１回開催する。全会員をもって構成し、本会の重要事項並びに予算・決算の審議をする。
　　　　	 役 員 会　名誉会長・会長・副会長・代表理事・常任理事・理事・監事をもって構成し、本会
　　　　　　　　　　の重要事項の審議をする。
　　　　	 理 事 会　代表理事・常任理事・理事・監事をもって構成し、本会の運営執行について協議し
　　　　	 　　　　　会の運営をする。
　　　　	 執行部会　代表理事・常任理事をもって構成し、本会の運営及び重要事項の審議をする。
第６章	 本会の運営
　第14条	 本会は、事務所に次の帳簿を備える。
　　　　　議事録、会員名簿、役員名簿、支部役員名簿、金銭出納簿、領収証綴、往復文書控え綴。
　第15条	 本会の運営は、会費並びに寄付金及び機関紙むつごろの広告料等をもって充当する。
　　　　	 （１）　年会費
　　　　	 　　　名誉会長・会長	 ２万円	 副会長・代表理事	 １万円
　　　　　	 常任理事・理事・監事・相談役	 ５千円	 会　員			   ３千円
　　　　	 （２）　特別会費
　　　　	 　　　総会その他会議等に必要な経費については、その都度徴収することができる。
第７章	 雑　　則
　第16条	弔慰金は、理事・監事以上の現職役員本人の逝去のみ定める。尚、その時の経済情勢を以て
　　　　　会長が決裁する。
第８章	 附　　則
　第17条	本会の規約は、平成２８年４月１日より施行する。



■期日　　平成２9年1月25日（水）18時から
■場所　　KKRホテル博多
　　　　　福岡市中央区薬院4-21-1
　　　　　TEL０９２－521－1433　FAX０９２－521－4881
■会費　　5,000円（女性3,500円）

◆お問合せ先　佐賀県人会事務局　TEL０９２－282－3721まで

平成２9年　福岡市佐賀県人会　新春懇親会のご案内

皆さまお誘い合わせの上、是非ご参加下さい！

福岡市佐賀県人会ゴルフ会 成績表

連絡先　福岡市佐賀県人会ゴルフ会事務局　TEL 092－574－2062　携帯　090－1516－0854（水田）

○第７１回大会　2016年9月28日（予定）
　　　　　　　　筑紫丘ゴルフクラブ

○第６８回大会　2015年11月11日
　　　　　　　　志摩シーサイドC.C

優　　勝　　無津呂繁憲
準 優 勝　　大庭　隼夫

○第６9回大会　2016年6月9日
　　　　　　　　大博多C.C

優　　勝　　山崎　節治
準 優 勝　　大庭　隼夫

○第７０回大会　2016年5月23日
　　　　　　　　筑紫丘ゴルフクラブ

優　　勝　　徳渕　市浩
準 優 勝　　大庭　隼夫

誰でも参加できます

唐津焼
　唐津焼の起源は諸説ありますが、室町時代末から桃山時代にかけて、岸岳城主波多氏の領地で焼かれたこと
が始まりとされています。
　様々な朝鮮渡来の技術の導入によって作風や種類も豊かで、西日本では焼き物のことを『からつもの』と呼
ぶほどまでに有名になりました。
　また古くから茶の世界では、『一井戸、二楽、三唐津』という茶碗の格付けがあり、茶の湯の名品として多く
の茶人に愛されてきました。
　現在では、65もの窯元が唐津市内に点在します。長い歴史の中で培われた先人の技を継承し、現代作家の新
たな感性を取り入れることで、それぞれの窯元に独自の作風が生まれてきています。
� 〈唐津市観光課　0955-72-9127〉

表紙の言葉
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ＫＫＲホテル博多 部活動応援プラン
洋食ブッフェ 

　　　　or 洋食卓盛
×フリードリンク

[20名様より ]

[10 名様より ]

卒部式、卒団式、祝勝会など。気軽なプランを用意しました！
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 ～名作で、ごはんを食べる 美術館？～

有田焼創業400年記念イヤーイベントin九州陶磁文化館
「USEUM ARITA（ユージアムアリタ）」

　1616年に朝鮮人陶工の李参平が有田の泉山で良質な磁石を発見し、日本初の磁器である有田焼
が誕生してから400年。
　県では、この有田焼創業400年という大きな節目を迎えた今年、佐賀県立九州陶磁文化館で「有
田焼創業400年記念イヤーイベント in 九州陶磁文化館」を開催中です。様々なイベントが開催さ
れますが、中でも注目は人間国宝と三右衛門の器で食事ができる「USEUM ARITA」（ユージアム
アリタ）です。

　佐賀の食材にこだわったメニューを、佐賀県が誇る人間国宝と三右衛門の器をUSEして（使っ
て）提供します。USEUM ARITAでしか体験できない、特別な食空間をお楽しみ下さい。

○人間国宝と三右衛門：
　人間国宝：井上萬二氏、中島宏氏、十四代今泉今右衛門氏
　三右衛門：今泉今右衛門氏、酒井田柿右衛門氏、中里太郎右衛門氏
○期間：平成28年11月27日（日）まで
○場所：九州陶磁文化館　アプローチデッキ
○開館時間：10：00 ～ 16：30
　※月曜休館　月曜が祝日の場合は開館
○メニュー：朝御膳、昼御膳、スイーツセット
　※ご予約は、朝御膳と昼御膳のお席のみとなります。
○予約受付ダイヤル　TEL：0955-41-9120 
○空席状況については、イベントの特設サイトからもご確認頂けます。
　特設サイトURL　http://anniversary.arita-episode2.jp/

究極の器で至福の佐賀の食！
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　有田焼創業400年事業「ARITA EPISODE 2」の開発
商品を使い、新しい有田焼の使い方 “USE” をご提案し
ます。また、商品開発に至るまでの経緯や、関わった人々、
その他多岐に亘るプロジェクトの全容をご紹介しなが
ら、「ARITA EPISODE 2」が紡いできたストーリーをご
紹介します。

（１）特別企画展：日本磁器誕生
　1）会期　平成28年10月7日（金曜日）～ 11月27日（日曜日）
　2）会場　九州陶磁文化館　第1・2・3展示室
　3）内容　有田磁器の革新と発展を軸に日本磁器400年の歩みと美を紹介します。
　4）構成　日本磁器の創始と色絵の誕生・肥前磁器の発展と継承・日本各地の磁器の誕生と多様性
 

（２）特別企画展：日本磁器の源流
　1）会期　平成28年12月9日（金曜日）～平成29年1月15日（日曜日）
　2）会場　九州陶磁文化館　第1・2・3展示室
　3）内容　17世紀初頭に誕生した有田磁器が目指し、世界市場のスタンダードであった中国磁器を超え
	 ようとした有田焼の源流を紹介します。
　4）構成　・中国の染付のはじまり・戦国大名のはじまり・織田・豊臣政権時代の中国磁器
	 ・有田磁器が目指した明朝末期の中国磁器・有田磁器と競った中国磁器
	 ・清朝後期の中国磁器と中国磁器写

ARITA EPISODE 2を体感！

館内で特別企画展を開催！

有田焼創業400年事業推進グループ

電話：0952-25-7504

メール：arita400-g@pref.saga.lg.jp

URL: http://arita-episode2.jp/

お問い合わせ先

福岡市佐賀県人会　　　清村様

平素よりお世話になっております。

先ほどお電話いただいた広告の件
広告の内容を送付いたしますので、よろしくお願いいたします。

以上以

ふじい司法書士事務所　　　藤井和仁

相続手続　　遺言書作成　　民事信託
不動産登記（相続・贈与・売買）
会社登記（設立・役員変更・本店移転・増資等）

ふじい司法書士事務所ふじい司法書士事務所

〒８１９－０００２
福岡市西区姪の浜２－３－１１－２０１
ＴＥＬ　０９２－８３４－６６３９
ＦＡＸ　０９２－８３４－６６２９
URL：http://fujii-office.jimdo.com/

司法書士　藤井和仁（福岡県司法書士会）



12〈 む つ ご ろ №64　〉



本　　社／佐賀市天神１丁目4番3号	 0952-23-4144
福岡支店／福岡市早良区祖原21番2号	 092-821-3033
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有明
佐 賀・長 崎・熊 本・荒 尾・宮 崎・都 城・鹿 児 島

相談役
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◆ 

佐
賀
新
聞
拾
い
読
み 

あ
の
町
・
こ
の
町
　
旬
話
題 

◆
（
主
に
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
サ
イ
ト
よ
り
）

鹿児島県・山口県・高知県・佐賀県の指定の観光施設
を巡り、スタンプを集めて応募すると、抽選で素敵な
賞品をプレゼント！スタンプを集めながら4県の歴史
や文化に触れてみませんか。
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「
有
田
陶
業
の
母
」
百
婆
仙

陶
工
率
い
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
　
良
質
な

原
料
求
め
有
田
へ

■
有
田
焼
創
業
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
焼
き
物
づ
く
り
や
窯
業
界
の
振
興

に
尽
力
し
た
先
人
た
ち
を
紹
介
す
る
。

　

有
田
焼
創
業
時
、
陶
祖
・
李
参
平
と

同
時
期
に
活
躍
し
た
一
人
の
朝
鮮
人
女

性
が
実
在
し
た
。
百
婆
仙
（
ひ
ゃ
く
ば

せ
ん
）
と
呼
ば
れ
、
男
性
中
心
で
あ
っ

た
焼
き
物
史
の
中
で
登
場
す
る
数
少
な

い
女
性
の
一
人
で
あ
る
。
後
世
、「
有
田

陶
業
の
母
」
と
し
て
名
を
残
す
が
、
資

料
や
文
献
は
非
常
に
少
な
く
、
出
生
地

や
本
名
す
ら
は
っ
き
り
し
な
い
。

　

百
婆
仙
は
文
禄
・
慶
長
の
役
で
夫
の

陶
工
深
海
宗
伝
（
ふ
か
う
み
そ
う
で
ん
）

と
と
も
に
、
武
雄
領
主
の
後
藤
家
信
に

従
っ
て
肥
前
の
地
に
着
く
。
武
雄
領
内

の
内
田
村
周
辺
（
現
・
武
内
町
）
に
窯

を
築
き
、
宗
伝
ら
陶
工
た
ち
は
製
作
を

始
め
る
。
茶
器
や
香
炉
な
ど
を
家
信
ら

に
献
上
し
た
。
今
も
同
地
に
窯
跡
が
残

る
。

　

１
６
１
８
年
、
宗
伝
は
亡
く
な
る
。

夫
の
死
後
も
百
婆
仙
は
息
子
ら
と
焼
き

物
製
作
を
続
け
る
が
、
や
が
て
良
質

な
原
料
を
求
め
、
一
族
や
陶
工
ら
約

九
百
余
人
を
引
き
連
れ
有
田
を
目
指

す
。
有
田
・
稗
古
場
に
着
い
た
百
婆
仙

と
陶
工
た
ち
は
磁
器
製
作
に
励
ん
だ
。

１
６
５
６
年
、
百
婆
仙
は
96
歳
の
天
寿

を
ま
っ
と
う
す
る
。

　

町
内
に
は
ゆ
か
り
の
史
跡
が
幾
つ
か

残
る
。
墓
は
泉
山
・
上
幸
平
の
共
同
墓

地
に
あ
り
、
稗
古
場
の
報
恩
寺
に
は
百

婆
仙
の
死
後
50
年
、
ひ
孫
が
建
て
た
法

塔
が
あ
る
。
碑
文
に
は
百
婆
仙
が
大
声

で
笑
い
、
容
ぼ
う
は
穏
や
か
で
感
じ
が

良
い
な
ど
、
偉
大
な
“
母
”
の
人
と
な

り
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

同
寺
の
そ
ば
に
観
音
山
と
呼
ば
れ
る

小
高
い
土
地
が
あ
る
。
東
側
登
り
口
に

は
史
跡
「
稗
古
場
窯
跡
」
が
あ
る
。
静

か
な
た
た
ず
ま
い
で
、
同
窯
は
百
婆
仙

ゆ
か
り
の
窯
と
さ
れ
る
。
異
国
に
来
て
、

夫
亡
き
後
も
陶
工
ら
を
率
い
た
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
女

性
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　

観
音
山
に
は
「
金
ケ
江　

深
海　

祖

霊
の
碑
」
と
い
う
小
さ
な
祠
（
ほ
こ
ら
）

が
、
朝
鮮
の
陶
工
た
ち
の
故
郷
を
背
に

す
る
よ
う
に
建
つ
。
金
（
鐘
）
ケ
江
と

は
李
参
平
一
族
の
こ
と
で
あ
る
。
深
海

の
名
も
併
記
す
る
こ
と
か
ら
、
両
家
一

族
が
有
田
で
重
き
を
な
し
て
い
た
こ
と

が
推
し
量
れ
る
。
江
戸
時
代
、
陶
工
た

ち
は
休
日
な
ど
に
こ
の
台
地
に
上
り
、

酒
宴
を
し
な
が
ら
故
郷
へ
思
い
を
は
せ

て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
が
現
在
の
「
山

の
ぼ
り
」
行
事
へ
と
続
く
。

　

作
家
の
村
田
喜
代
子
さ
ん
は
百
婆

仙
を
モ
デ
ル
に
し
た
作
品
を
執
筆
、

２
０
０
５
年
に
は
村
田
作
品
を
原
作
に
、

わ
ら
び
座
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
有
田
町

で
公
演
す
る
な
ど
、
百
婆
仙
に
光
が
当

た
る
契
機
に
な
っ
た
。

　

百
婆
仙
の
末
裔
（
ま
つ
え
い
）
で
町

内
で
「
深
海
三
龍
堂
」
を
営
む
深
海
靖

さ
ん
（
38
）
は
「
先
祖
た
ち
が
関
わ
っ

た
焼
き
物
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
に
縁
を

感
じ
る
」
と
話
す
。
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
が
、
靖
さ
ん
は
「
先
人

が
確
立
し
た
技
術
は
他
産
地
や
海
外
で

も
負
け
な
い
」
と
力
を
込
め
「
４
０
０

年
を
機
に
弾
み
を
付
け
た
い
」
と
話
す
。

　

民
間
レ
ベ
ル
で
百
婆
仙
を
顕
彰
し
よ

う
と
い
う
動
き
も
出
て
い
る
。「
日
韓

百
婆
仙
研
究
会
」
は
昨
年
設
立
し
た
。

日
本
側
代
表
を
務
め
る
久
保
田
均
さ
ん

（
66
）
は
百
婆
仙
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
活
動
。
今
月
１
１
日
に
有
田
町
に

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ペ
ク
パ
ソ
ン
（
百
婆
仙
）」

を
オ
ー
プ
ン
し
、
日
韓
の
女
性
作
家
を

メ
ー
ン
に
紹
介
す
る
。
久
保
田
さ
ん
は

「
ア
ー
ト
の
広
が
り
を
通
し
、
百
婆
仙
の

人
物
像
を
作
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
」
と

語
る
。

　

死
後
か
ら
３
６
０
年
。
有
田
焼
創
業

に
尽
力
し
た
百
婆
仙
の
熱
意
が
、
こ
の

地
で
受
け
継
が
れ
て
い
く
思
い
が
し
た
。

◆
２
０
１
6
年
2
月
26
日

名
誉
図
書
館
長
に
片
山
氏
、
市
が
委
嘱
状

■
「
伊
万
里
市
は
、
元
総
務
大
臣
で
慶

応
大
法
学
部
教
授
の
片
山
善
博
さ
ん

（
65
）
に
伊
万
里
市
民
図
書
館
名
誉
館
長

の
委
嘱
状
を
交
付
し
た
。
任
期
は
設
け

ず
、
無
報
酬
の
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
運
営
の
助
言
な
ど
に
当
た
る
。

　

佐
賀
市
の
ア
バ
ン
セ
で
開
か
れ
た
片

山
さ
ん
の
講
演
会
に
合
わ
せ
、
塚
部
芳

和
市
長
が
委
嘱
状
と
伊
万
里
焼
の
陶
板

を
手
渡
し
た
。

　

片
山
さ
ん
は
「
市
民
が
運
営
を
支
え
、

地
域
に
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
る
」
と

同
図
書
館
の
取
り
組
み
を
評
価
し
た
。

そ
の
上
で
「
図
書
館
は
生
涯
学
習
や
文

化
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
位
置
付
け
を

持
つ
。
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
図
書
館

と
な
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。
塚
部
市
長
は
「
ふ
か
ん
し

た
目
で
、
今
後
の
有
り
様
を
指
摘
し
て

ほ
し
い
」
と
期
待
し
た
。

　

片
山
さ
ん
は
１
９
９
９
年
か
ら
２
期

８
年
勤
め
た
鳥
取
県
知
事
時
代
に
全
県

立
高
校
に
正
職
員
の
司
書
を
、
全
小
中

学
校
に
司
書
教
諭
を
配
置
し
、
県
立
図

書
館
を
市
町
村
立
図
書
館
の
支
援
機
関

と
位
置
付
け
る
な
ど
図
書
館
施
策
を
展

開
し
た
。

　

伊
万
里
市
民
図
書
館
の
末
次
健
太
郎

係
長
は
「
昨
年
会
館
20
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
10
年
、
20
年
に
向
け
た
図
書
館

づ
く
り
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
れ
ば

あ
り
が
た
い
」
と
話
す
。

◆
２
０
１
6
年
8
月
16
日

「
う
れ
し
の
茶
交
流
館
」
建
設

歴
史
紹
介
や
体
験
室
18
年
春
開
館
へ

■
嬉
野
市
は
「
う
れ
し
の
茶
」
生
産
の
歴

史
を
伝
え
る
資
料
を
保
存・展
示
す
る「
う

れ
し
の
茶
交
流
館
」
を
嬉
野
町
に
建
設
す

る
。
農
家
に
点
在
し
て
い
た
農
具
や
茶
の

歴
史
的
な
資
料
を
集
約
す
る
と
と
も
に
、

お
茶
の
入
れ
方
や
茶
染
め
を
体
験
で
き
る

ほ
か
、
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
、
茶
の
消

費
促
進
に
つ
な
げ
る
。
２
０
１
８
年
４
月

オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。

　

総
事
業
費
は
６
カ
年
で
５
億
７
４
０
０

万
円
。
６
月
補
正
予
算
案
に
ハ
ウ
ス
茶
園

を
含
む
建
築
工
事
費
な
ど
４
億
９
５
２
４
万

８
０
０
０
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

嬉
野
町
の
茶
業
研
修
施
設
「
嬉
茶
楽

館
（
き
ん
さ
ら
ん
か
ん
）」
に
隣
接
す
る

約
９
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
に
、
延
べ

床
面
積
約
９
３
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建

物
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
使

え
る
屋
外
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。
南
側

に
露
地
と
ハ
ウ
ス
の
茶
園
も
造
る
。

　

資
料
は
、
市
内
の
茶
生
産
者
ら
が
寄

贈
し
た
茶
摘
み
に
用
い
る
「
て
ぼ
」
と

呼
ば
れ
る
か
ご
や
茶
ば
さ
み
、
葉
の
水

分
を
均
等
に
す
る
た
め
の
揉
捻
（
じ
ゅ

う
ね
ん
）
機
な
ど
約
１
０
０
点
の
中
か

ら
選
別
し
て
展
示
す
る
。
体
験
室
や
研

修
室
を
備
え
、
嬉
茶
楽
館
で
実
施
し
て

い
る
茶
染
め
体
験
も
で
き
る
。
お
茶
や

お
茶
を
使
っ
た
菓
子
を
提
供
す
る
喫
茶

ス
ペ
ー
ス
、
売
店
も
設
け
る
。

　

市
は
「
う
れ
し
の
茶
に
は
古
い
歴
史

が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
茶
に
特
化
し
た

資
料
の
展
示
施
設
は
な
く
、
歴
史
書
、

農
具
な
ど
は
個
人
所
有
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
適
正
に
保
管
し
、

さ
ら
な
る
販
売
促
進
に
つ
な
げ
る
情
報

発
信
拠
点
に
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

◆
２
０
１
6
年
５
月
28
日

有田町

人口 男9,359人 女10,797人

百婆仙の宝塔
の前で手を合
わせる末えい
の深海靖さん

（手前）と加藤
元章さん

伊万里市

人口 男26,366人 女28,809人

片山善博さん（右）に委嘱状と
記念の陶板を手渡した塚部芳和
市長

嬉野市

人口 男12,649人 女14,627人

うれしの茶交流館の外観イメー
ジ（左奥は既存の茶業研修施設

「嬉茶楽館」）

有田焼の魅力を語
る深海靖さん＝有
田町赤坂の深海三
龍堂
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12
年
ぶ
り
花
火
大
会
を
復
活
８
月
13
日

■
大
町
町
で
８
月
13
日
、
12
年
ぶ
り
に

花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。「
お
盆
の
風

物
詩
が
消
え
て
寂
し
い
」
と
い
う
声
に

こ
た
え
、
町
政
施
行
80
周
年
記
念
行
事

と
し
て
“
復
活
”
す
る
。

　

町
の
花
火
大
会
は
納
涼
ま
つ
り
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
実
行
委
員
会
形
式
で
開
催
し

て
い
た
が
、
２
０
０
５
年
以
降
は
経
費
の

問
題
な
ど
で
中
止
に
な
っ
て
い
た
。「
帰

省
し
た
人
た
ち
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
」

な
ど
の
声
を
受
け
、ふ
る
さ
と
納
税
の「
町

長
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
」
に
集
ま
っ
た
寄
付

の
う
ち
、
４
０
０
万
円
を
活
用
し
て
開
催

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

13
日
は
午
後
６
時
か
ら
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
盆
踊
り
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
抽
選
会
な
ど
が
あ
る
「
ふ
る
さ

と
大
町
納
涼
ま
つ
り
」
を
開
催
。
花

火
大
会
は
午
後
８
時
半
か
ら
で
、
約

１
０
０
０
発
が
わ
ん
ぱ
く
公
園
か
ら
打

ち
上
げ
ら
れ
る
。◆２

０
１
６
年
7
月
24
日

小
城
山
挽
祗
園
７
０
０
年
祭
　

盛
大
に
巡
行

■
小
城
の
夏
を
彩
る
「
小
城
山
挽
祗
園

（
や
ま
ひ
き
ぎ
お
ん
）」
が
24
日
、
小
城

市
小
城
町
の
須
賀
神
社
周
辺
で
あ
っ
た
。

今
年
は
７
０
０
年
目
を
迎
え
る
大
祭
に

当
た
り
、
３
台
の
山
挽
き
巡
行
を
中
心

に
、
道
路
の
一
部
を
歩
行
者
天
国
に
開

放
し
て
、
よ
さ
こ
い
踊
り
や
大
道
芸
を

披
露
す
る
な
ど
、
前
夜
祭
と
合
わ
せ
約

１
万
人
が
“
小
京
都
”
伝
統
の
祭
り
を

堪
能
し
た
。

　

午
前
中
、下
町
交
差
点
で
あ
っ
た
「
上

り
山
」
の
出
陣
式
で
、
山
口
祥
義
知
事

が
登
場
し
「
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
小
城

の
祭
り
。
次
の
７
０
０
年
を
見
据
え
て
、

ず
っ
と
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、
三
台
の
曳
山
（
ひ
き

や
ま
）
は
、
須
賀
神
社
に
近
接
す
る
祗

園
広
場
ま
で
の
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の

距
離
を「
ア
ラ
エ
ン
ヤ
ー
ヤ
ッ
サ
ー
ヤ
ッ

サ
ー
」
と
の
か
け
声
で
約
２
時
間
か
け

練
り
歩
い
た
。

　

今
回
か
ら
飛
び
込
み
の
山
挽
き
も
受

け
付
け
、
３
町
の
曳
山
に
約
40
人
が
参

加
し
た
。
同
級
生
３
人
と
下
町
の
曳
山

の
挽
き
綱
を
握
っ
た
西
九
州
大
健
康
栄

養
学
科
１
年
の
小
松
史
歩
さ
ん
（
18
）

は
「
法
被
を
着
る
と
町
の
人
と
仲
間
に

な
っ
た
気
持
ち
。
実
家
の
あ
る
長
崎
県

の
東
彼
杵
町
に
は
こ
う
し
た
曳
山
の
祭

り
は
な
い
の
で
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
」

と
喜
ん
で
い
た
。

　

曳
山
が
各
町
に
帰
る
夕
方
か
ら
の「
下

り
山
」
に
は
、
芦
刈
町
の
飾
り
船
も
練

り
歩
く
な
ど
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
人
影

が
絶
え
な
か
っ
た
。

◆
２
０
１
６
年
7
月
25
日

鹿
島
署
の
新
庁
舎
完
成

犯
罪
被
害
者
対
応
個
室
も

23
日
か
ら
業
務 

授
乳
室
も
設
置

■
鹿
島
警
察
署
の
新
庁
舎
が
、
鹿
島
市

中
村
の
国
道
２
０
７
号
バ
イ
パ
ス
沿
い

に
完
成
し
た
。
犯
罪
被
害
者
ら
に
対
応

す
る
専
用
個
室「
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」や
、

乳
児
連
れ
の
来
訪
者
の
た
め
の
授
乳
室

を
佐
賀
県
内
の
警
察
署
で
初
め
て
設
け

た
。
23
日
か
ら
業
務
を
開
始
す
る
。

　

新
庁
舎
は
現
庁
舎
の
南
西
約
４
０
０
メ
ー

ト
ル
に
あ
る
。
敷
地
面
積
は
約
６
４
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
３
階
建
て
（
一
部
２
階
建
て
）
で
、
延

べ
床
面
積
は
約
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
。
外
壁

や
内
装
の
一
部
を
鹿
島
城
の
赤
門
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
色
合
い
に
し
、
車
い
す
が
ス
ム
ー
ズ

に
利
用
で
き
る
通
路
幅
に
す
る
な
ど
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
は
裏
口
に
近
い
場

所
に
設
け
、
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
も
備

え
た
。
署
員
が
性
犯
罪
被
害
や
家
庭
内

暴
力
の
事
情
を
聴
い
た
り
、
公
的
機
関

の
紹
介
を
し
た
り
す
る
場
と
し
て
活
用

す
る
。
授
乳
室
は
１
階
の
正
面
玄
関
付

近
に
設
け
た
。

　

鹿
島
署
の
深
海
浩
介
署
長
は
「
治
安

の
拠
点
と
し
て
優
し
さ
や
思
い
や
り
の

あ
る
仕
事
を
し
、
管
内
の
安
全
安
心
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

現
庁
舎
は
築
48
年
で
老
朽
化
し
、
嬉
野

署
と
の
統
合
で
手
狭
に
も
な
っ
て
い
た
。

◆
２
０
１
６
年
4
月
15
日

 

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
好
調
　

新
年
度
予
算
案
２・３
倍
に

37
億
円
か
ら
85
億
円

■
佐
賀
県
三
養
基
郡
上
峰
町
は
２

日
、
２
０
１
６
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
案
を
発
表
し
た
。
総
額
は

85
億
８
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
の

３
７
億
１
６
６
０
万
円
と
比
べ
て
約
２
・

３
倍
の
大
幅
増
。
好
調
な
ふ
る
さ
と
納

税
が
町
税
を
約
７
億
５
千
万
円
上
回
り
、

自
主
財
源
比
率
も
23
・
６
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ

プ
し
て
７
３
・
４
％
に
な
る
と
予
測
す

る
。
町
は
「
こ
の
好
機
を
財
政
健
全
化

に
つ
な
げ
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
14
年
度
実
績
が
約

40
万
円
だ
っ
た
が
、
昨
年
９
月
か
ら
牛
肉

な
ど
お
礼
の
品
を
拡
充
し
た
こ
と
か
ら

寄
付
者
が
急
増
。
新
年
度
も
本
年
度
並
み

の
約
21
億
円
の
寄
付
を
見
込
む
。
町
税
は

前
年
度
比
２
％
減
の
13
億
５
３
０
０
万

円
と
み
て
お
り
、
武
広
勇
平
町
長
は
「
ふ

る
さ
と
納
税
で
自
主
財
源
が
膨
ら
み
、
新

規
事
業
に
取
り
組
め
て
い
る
部
分
も
あ

る
」
と
胸
を
張
る
。

　

主
な
事
業
は
、
小
学
６
年
生
向
け
の

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
を
５
年
生
ま
で

拡
充
す
る
の
に
７
６
６
万
円
、
小
学
校

入
学
の
子
ど
も
に
祝
い
金
２
万
円
を

贈
る
事
業
に
２
２
０
万
円
。
ふ
る
さ

と
納
税
関
連
で
は
、
お
礼
品
な
ど
に

15
億
６
０
６
５
万
円
を
組
ん
で
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
新
規
事
業
だ
け
で
は

な
く
、
子
育
て
な
ど
の
既
存
事
業
に
も
活

用
す
る
方
針
。
武
広
町
長
は
「
健
全
財
政

を
意
識
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。
基
金
な
ど
に
も
積
み
な
が
ら
将

来
に
備
え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

地
方
交
付
税
は
５・
２
％
増
の

９
億
円
、
国
庫
支
出
金
は
54
％
増
の

６
億
１
９
０
０
万
円
。
町
債
発
行
は
１
・

３
％
減
の
１
億
５
３
０
０
万
円
、
16
年
度

末
の
町
債
残
高
は
37
億
６
千
万
円
、
基

金
残
高
は
６
億
７
９
０
０
万
円
と
見
込

ん
で
い
る
。�

◆
２
０
１
６
年
3
月
3
日

上峰町

人口 男4,400人 女4,936人

返礼品を拡充してふるさと納税の
申し込みが急増し、対応に追われ
る職員

鹿島市

人口 男13,880人 女15,777人

完成した鹿島警察署の新庁舎。乳
児連れの来訪者のための授乳室
や、犯罪被害者のサポートルーム
が設けられている

小城市

人口 男20,829人 女23,444人

【千葉氏】下
町の曳山の飾
り人形は南北
朝時代に従兄
同 士 で 戦 っ
た「九州千葉
氏の胤貞（た
ねさだ）と下
野千葉氏の貞
胤」

【真田丸】中町の曳山の
人 形 は 表 が「 真 田 丸 」、
裏が「千葉胤貞（たねさ
だ）」。龍や滝登りの鯉も
付けられている＝ 23 日

大町町

人口 男3,086人 女3,685人

12年 ぶ り の
花火大会もあ
る「ふるさと
大町納涼まつ
り 」 の ポ ス
ター
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唐
津
舞
台
の
映
画
「
花
筐
」

“
幻
”
が
形
に
40
年
来
の
思
い

■
８
月
25
日
に
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
唐

津
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
花
筐
（
は
な

か
た
み
）」の
制
作
記
者
発
表
会
が
22
日
、

唐
津
市
で
開
か
れ
た
。
原
作
は
檀
一
雄

（
１
９
１
２
︱
７
６
年
）
の
同
名
の
純
文

学
短
編
小
説
で
、
戦
前
の
若
者
た
ち
の

群
像
劇
。
40
年
前
に
シ
ナ
リ
オ
ま
で
で

き
て
い
た
〝
幻
の
映
画
”
で
も
あ
り
、

大
林
宣
彦
監
督
と
原
作
者
の
長
男
の
檀

太
郎
さ
ん
が
語
る
こ
の
作
品
に
か
け
る

40
年
来
の
思
い
を
ま
と
め
た
。

■
原
作
の
魂
今
の
時
代
こ
そ　

大
林
宣

彦
監
督

　

僕
の
劇
場
用
、
商
業
用
映
画
の
第
１

作
と
し
て
、
40
年
前
に
「
花
筐
」
の
シ

ナ
リ
オ
を
作
っ
て
い
た
。
原
作
の
檀
一

雄
さ
ん
に
も
お
会
い
し
て
、「
ど
こ
で
撮

影
す
れ
ば
」
と
う
か
が
う
と
、「
唐
津
に

行
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
映
画
の
企
画
は
い
っ
た

ん
頓
挫
す
る
。

　

文
学
少
年
と
し
て
原
作
に
ほ
れ
込
ん

で
い
た
。
肺
結
核
で
亡
く
な
る
美
那
の
遺

書
に
書
か
れ
た
言
葉
が
と
て
も
美
し
い
。

花
筐
を
映
画
に
で
き
な
く
て
も
、
ず
っ

と
こ
の
作
品
へ
の
思
い
が
あ
り
、
私
の

「
女
ざ
か
り
」（
１
９
９
４
年
）
と
い
う
映

画
に
は
主
人
公
が
こ
の
遺
言
を
朗
読
し

て
い
る
シ
ー
ン
が
あ
る
。
あ
る
い
は
私

の
映
画
に
本
棚
が
出
る
と
、
必
ず
そ
の

本
棚
に
花
筐
の
初
版
本
を
置
い
て
い
る
。

そ
う
い
う
形
で
こ
れ
ま
で
来
た
。

　

40
年
前
に
映
画
に
な
ら
な
か
っ
た
理

由
が
今
は
よ
く
分
か
る
。
当
時
、
日
本

は
経
済
成
長
の
真
っ
最
中
で
う
か
れ
て

い
た
。あ
の
時
代
に
は
こ
の
原
作
が
持
っ

て
い
る
本
当
の
魂
は
描
け
な
か
っ
た
。

　

花
筐
が
書
か
れ
た
の
は
日
中
戦
争
の
直

前
。
未
来
を
戦
争
に
奉
仕
さ
せ
ら
れ
る
子

ど
も
た
ち
が
、
せ
め
て
自
分
の
命
ぐ
ら
い

は
自
由
に
自
分
ら
し
く
、
と
い
う
切
実
な

願
い
が
、
40
年
た
っ
た
今
、
こ
の
日
本
で

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
る
。
ま
さ
に
今
こ

そ
、
作
ら
れ
る
映
画
。
そ
う
い
う
視
点
で

今
回
、
あ
ら
た
め
て
書
き
直
し
た
。

　

そ
し
て
唐
津
で
ど
う
撮
る
か
と
迷
い

が
あ
る
中
で
、
唐
津
く
ん
ち
と
の
出
会
い

が
大
き
く
後
押
し
し
て
く
れ
た
。
40
年

前
に
は
く
ん
ち
は
出
て
こ
な
か
っ
た
が
、

新
た
な
シ
ナ
リ
オ
に
は
く
ん
ち
が
持
っ

て
い
る
凛
（
り
ん
）
と
し
た
気
風
、
魂

が
物
語
全
体
を
後
ろ
か
ら
支
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、
い
ま
ま
で
「
花
か
た
み
」
と

し
て
い
た
が
、
原
作
通
り
に
「
花
筐
」
に

し
た
。
筐
は
か
ご
と
い
う
意
味
。
ビ
ジ
ネ

ス
で
考
え
る
と
、
題
名
は
読
め
な
く
て
は

い
け
な
い
。
私
の
映
画
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
て
い
る
妻
恭
子
が
「
美
し
い
日
本
の
言

葉
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
も
映
画
文
化
の

仕
事
。
い
い
映
画
に
な
れ
ば
、
み
ん
な
読

め
る
よ
う
に
な
る
」と
。わ
が
パ
ー
ト
ナ
ー

の
こ
れ
は
至
言
だ
と
思
う
。

■
唐
津
抜
き
に
考
え
ら
れ
な
い　

原
作

者
の
長
男
・
檀
太
郎
さ
ん

　

大
林
監
督
と
は
40
数
年
の
付
き
合
い

で
、
一
緒
に
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
作
っ
て
い

た
。
そ
の
こ
ろ
、
監
督
が
「
一
緒
に
映

画
を
」
と
声
を
か
け
て
き
た
。「
花
筐
」

は
父
が
10
代
の
後
半
に
構
想
を
練
っ
た

作
品
。
撮
影
場
所
を
探
し
て
監
督
と
唐

津
へ
向
か
っ
た
。

　

な
ぜ
唐
津
な
の
か
。
僕
な
り
に
考
え

た
。
父
は
福
岡
高
校
２
年
の
と
き
、
学

校
で
仲
間
と
赤
旗
を
振
り
、
１
年
間
の

停
学
処
分
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、

旅
行
で
唐
津
に
長
く
滞
在
し
た
。
そ
の

時
、
恋
を
す
る
と
か
、
切
な
い
思
い
も

し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
数
年
後

に
「
花
筐
」
が
生
ま
れ
た
。

　

僕
は
父
と
唐
津
に
何
回
も
来
て
、
僕

の
人
生
か
ら
唐
津
は
切
り
離
し
て
考
え

ら
れ
な
い
。

　

花
筐
は
花
の
か
ご
。
花
と
い
う
の
は

夢
の
こ
と
。
父
の
辞
世
の
句
で
も
花
を

歌
い
、
父
は
最
後
ま
で
花
を
意
識
し
て

人
生
を
送
っ
て
い
た
。

　

40
年
前
に
監
督
と
始
め
た
こ
と
が
実

現
す
る
。
今
回
は
ち
ょ
っ
と
ひ
い
た
形

で
見
守
る
が
、
花
に
会
え
る
よ
う
に
皆

さ
ん
で
い
い
映
画
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
エ
キ
ス
ト
ラ
に
市
民
６
０
０
人
子
役

は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
も

　

市
民
と
と
も
に
作
る
古
里
映
画
「
花

筐
」
は
、
学
友
や
兵
隊
な
ど
６
０
０
人

の
エ
キ
ス
ト
ラ
を
予
定
す
る
。
こ
の
う

ち
主
人
公
た
ち
の
小
学
生
時
代
の
役
は

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
、
24
日
、

唐
津
市
の
大
手
口
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
審

査
が
行
わ
れ
た
。

　

６
人
の
枠
に
男
女
24
人
が
応
募
し

た
。
大
林
宣
彦
監
督
や
大
林
恭
子
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
が
見
守
る
中
、「
お
母
さ
ん

か
ら
映
画
に
出
た
ら
い
い
経
験
に
な
る

よ
と
勧
め
ら
れ
て
」
な
ど
と
志
望
動
機

を
語
り
、
助
監
督
を
相
手
に
、
悪
口
を

我
慢
し
て
最
後
は
感
情
を
爆
発
さ
せ
る

と
い
う
難
し
い
演
技
に
挑
戦
し
て
い
た
。

■
相
知
出
身
モ
デ
ル
熱
意
で
役
つ
か
む

　

原
雄
次
郎
さ
ん

　

唐
津
市
相
知
町
平
山
出
身
で
、
東
京

で
モ
デ
ル
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
る
原

雄
次
郎
さ
ん
（
24
）
は
「
花
筐
」
で
俳

優
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す
。

　

原
さ
ん
の
役
は
女
子
学
生
あ
き
ね
（
山

崎
紘
菜
）
の
兄
。
舞
台
経
験
は
あ
る
が
映

像
は
初
め
て
で
、
唐
津
で
の
花
筐
制
作
の

話
を
知
り
、
４
カ
月
前
、
大
林
宣
彦
監
督

に
手
紙
で
直
談
判
。キ
ャ
ス
ト
に
選
ば
れ
た
。

　

相
知
小
、
中
か
ら
多
久
高
、
九
州
産

業
大
に
進
み
、
上
京
。
１
８
７
セ
ン
チ

の
長
身
で
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
「
東

京
ラ
ン
ウ
ェ
イ
」
に
も
出
演
し
た
。

　

制
作
記
者
発
表
会
に
合
わ
せ
て
里
帰
り

し
た
原
さ
ん
は
「（
花
筐
出
演
は
）
夢
の

ま
た
夢
の
よ
う
で
、
う
れ
し
い
の
一
言
。

し
っ
か
り
演
じ
た
い
」
と
決
意
を
に
じ
ま

せ
た
。�

◆
２
０
１
６
年
7
月
28
日

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」３
年
ぶ
り
勝
利

■
神
埼
市
で
25
日
、
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
15
分
以
上
、
体
を
動
か
し
た

人
の
参
加
率
を
競
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
が
あ
っ
た
。
神
埼
市
は
秋
田
県

湯
沢
市
と
対
戦
。
市
民
の
約
６
割
の

１
万
９
０
９
３
人
が
参
加
し
、
３
年
ぶ

り
の
勝
利
を
収
め
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
人
口
規
模
が
同

じ
市
町
と
対
戦
す
る
。
神
埼
市
の
出
場

は
７
回
目
で
一
昨
年
、
昨
年
は
敗
れ
て

い
た
。
今
年
は
雨
天
に
備
え
、
室
内
イ

ベ
ン
ト
を
充
実
さ
せ
る
“
予
防
策
”
を

と
り
、
午
前
中
の
雨
で
中
止
に
な
っ
た

競
技
を
補
っ
た
。

　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館
で
は
約
30
人

が
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
に
参
加
し
た
。
音

楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
軽
快
な
ス

テ
ッ
プ
を
踏
み
、
汗
を
流
し
た
。
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
で
ス
ト
レ
ッ
チ

や
腹
筋
運
動
も
行
っ
た
。
参
加
し
た
野

口
厚
子
さ
ん
（
74
）
は
「
め
っ
た
に
し

な
い
こ
と
。
楽
し
く
て
時
間
が
た
つ
の

が
早
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
午
後
０
時
半
に
は
防
災

無
線
で
一
斉
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
放
送
も

行
っ
た
。
湯
沢
市
の
提
案
で
互
い
の
市

の
特
産
品
を
交
換
す
る
取
り
組
み
も
独

自
に
実
施
。
湯
沢
市
の
「
い
ぶ
り
が
っ

こ
」、
神
埼
市
の
「
菱
ぼ
う
ろ
」
を
そ
れ

ぞ
れ
景
品
と
し
て
参
加
者
に
渡
し
た
。

　

神
埼
市
は
７
年
連
続
で
参
加
率
が
５

割
を
超
え
る
「
金
メ
ダ
ル
」
を
受
賞
。

市
の
担
当
者
は
「
個
人
単
位
で
の
参
加

も
増
え
、
イ
ベ
ン
ト
が
浸
透
し
て
き
て

い
る
。
市
民
一
体
で
来
年
も
金
メ
ダ
ル

を
」
と
語
っ
た
。◆２

０
１
６
年
5
月
27
日

 

松
田
一
也
新
町
長
に
抱
負
を
聞
く

子
育
て
環
境
充
実
へ

唐津市

人口 男57,376人 女65,077人

制作発表会で「花筐」への思い
を語る大林宣彦監督（左）。中央
は原作者・檀一雄の長男の檀太
郎さん、右は主要な役を演じる
俳優の満島真之介さん

基山町

人口 男8,270人 女9,205人

住む人にも訪
れる人にも満
足度No1のま
ちの実現を
松田一也 町長

神埼市

人口 男15,159人 女16,652人

音楽に合わせた軽快なステップで
汗を流すチャレンジデーの参加者

東明館
から 
世界へ 

イインンドドのの高高校校とと
ススカカイイププ授授業業

と交流を始めます。

高高校校生生国国際際
ササミミッットトにに参参加加
月にインドで開催さ

れる高校生国際サミッ
トに、日本で唯一本校
が招待されました。
（ カ国 校参加）

文部科学省 
スーパーグローバルハイスクール 

アソシエイト選定校 

英英語語教教育育充充実実
・立命館アジア太平洋
大学の外国人講師３名
と日本人英語教師によ
るティームティーチン
グを行っています。
（毎週水曜）
・英検・ 対策セ
ミナー

 
東東明明館館中中学学校校・・高高等等学学校校 
 

２０１６ 

841-0204 佐賀県基山町宮浦683 
0942-92-5775 

医歯薬系進学実現

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
教育 

立命館 東明館 

立命館との連携で変わる
グローバル人材育成 １０月２２日（土）本校 

東明館中学校・高等学校

入試説明会
10：00～12：00（受付9：30） 
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■
空
き
地
や
空
き
店
舗
、
積
極
活
用

　

２
日
告
示
さ
れ
た
基
山
町
長
選
は
、
前

副
町
長
で
九
州
経
済
産
業
局
出
身
の
松

田
一
也
氏
（
58
）
が
無
投
票
で
初
当
選
を

果
た
し
た
。
２
０
０
０
年
の
約
１
万
９
千

人
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が
減
り
続
け
、
大

規
模
住
宅
団
地
を
は
じ
め
少
子
高
齢
化

も
進
む
中
、
ど
う
町
の
活
性
化
に
取
り

組
む
の
か
。
１
期
目
の
抱
負
を
聞
い
た
。

　

︱
無
投
票
で
初
当
選
し
た
こ
と
を
ど

う
思
う
か
。

　

無
投
票
に
つ
い
て
良
い
傾
向
で
は
な

い
と
感
じ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
当
選

は
う
れ
し
い
が
、
私
に
と
っ
て
の
真
の

選
挙
が
明
日
か
ら
始
ま
る
と
思
っ
て
い

る
。
人
脈
、
能
力
、
体
力
の
全
て
を
使

い
果
た
す
つ
も
り
で
町
政
に
取
り
組
む
。

町
民
に
は
私
が
ど
の
程
度
や
っ
て
い
る

の
か
、
や
れ
る
の
か
日
々
見
届
け
て
ほ

し
い
。
情
報
公
開
に
も
力
を
入
れ
、
町

民
に
新
し
い
情
報
を
い
ち
早
く
伝
え
る

べ
く
、
町
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信

な
ど
も
考
え
て
い
る
。

　

︱
町
の
活
性
化
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

　

第
一
に
空
き
地
や
空
き
店
舗
を
活
用

し
て
い
く
。
既
に
保
育
園
や
幼
稚
園
の

誘
致
も
進
ん
で
い
る
が
、
旧
役
場
跡
地

や
モ
ー
ル
商
店
街
な
ど
取
り
組
む
べ
き

箇
所
が
あ
り
、
町
と
し
て
積
極
的
に
関

与
し
て
い
き
た
い
。
子
育
て
を
し
た
く

な
る
町
に
す
る
た
め
に
は
保
育
園
や
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
子
育
て
に
適
し
た

住
環
境
が
欠
か
せ
な
い
。

　

雇
用
の
創
出
も
必
要
で
、
既
存
企
業

が
業
績
を
上
げ
て
雇
用
を
増
や
す
こ
と

に
加
え
、
創
業
を
促
す
施
策
も
打
ち
出

し
た
い
。
農
業
は
観
光
と
リ
ン
ク
さ
せ
、

観
光
農
園
や
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を

考
え
て
い
る
。

　

︱
新
興
住
宅
地
の
高
齢
化
が
進
み
、
人

口
減
や
高
齢
化
率
の
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

ま
ず
は
高
齢
者
が
充
実
し
た
老
後
を

送
る
事
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
だ
。
小
森

町
政
の
下
で
、
元
企
業
役
員
や
大
学
名

誉
教
授
ら
が
能
力
を
生
か
し
て
地
域
の

課
題
を
解
決
す
る
組
織
が
立
ち
上
が
り
、

退
職
後
の
生
き
が
い
の
一
つ
と
し
て
動

き
出
し
て
い
る
。
買
い
物
難
民
な
ど
の

理
由
で
団
地
で
暮
ら
す
こ
と
が
不
便
に

な
っ
た
人
た
ち
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
住
宅
な
ど
へ
の
転
居
も
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
考
え
た
い
。
若
い
世
代
を
呼

び
込
む
た
め
に
、
既
存
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
や
り
方
も
検
討
し
た
い
。

　

︱
町
で
は
鳥
栖
、
小
郡
の
両
市
と
共

同
で
農
地
転
用
の
規
制
緩
和
を
目
的
と

し
た
特
区
申
請
も
行
っ
て
い
る
が
、
合

併
や
広
域
連
携
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

現
段
階
で
合
併
は
私
の
中
に
は
な
い
。

た
だ
、
広
域
連
携
は
今
ま
で
以
上
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
観
光
面
で
は
鳥
栖

市
の
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
と

大
興
善
寺
の
連
携
が
思
い
つ
く
し
、
産

業
振
興
や
創
業
支
援
も
広
域
で
取
り
組

め
ば
効
果
も
大
き
い
と
思
う
。

◆
２
０
１
６
年
2
月
3
日

「
玄
海
み
ら
い
学
園
」
開
校

全
４
小
中
学
校
を
統
合

■
玄
海
町
の
全
４
小
中
学
校
を
統
合
し

た
町
立
玄
海
小
中
学
校
「
玄
海
み
ら
い

学
園
」（
岩
崎
一
男
学
園
長
）
が
６
日
、

開
校
し
た
。
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包

ん
だ
児
童
・
生
徒
が
、
旧
校
で
培
っ
た

思
い
出
を
胸
に
、
新
た
な
学
校
の
歴
史

を
刻
み
始
め
た
。

　
「
玄
海
み
ら
い
学
園
」
は
町
内
の
有
徳

小
、
値
賀
小
、
有
浦
中
、
値
賀
中
の
４

校
が
統
合
し
た
小
中
一
貫
校
。
有
浦
中

敷
地
内
に
完
成
し
た
新
校
舎
に
、
初
等

部
（
１
～
４
年
）、中
等
部
（
５
～
７
年
）、

高
等
部
（
８
～
９
年
）
の
生
徒
５
２
７

人
が
通
う
。
国
際
理
解
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
教
育
な
ど
に
力
を
入
れ
る
。

　

こ
の
日
、隣
接
す
る
町
民
会
館
で
あ
っ

た
開
校
式
に
は
生
徒
や
保
護
者
ら
約

６
０
０
人
が
出
席
し
た
。
岸
本
英
雄
町

長
が
「
新
し
い
学
園
で
大
き
く
成
長
し
、

玄
海
町
を
発
展
さ
せ
る
原
動
力
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
岩
崎
学
園
長

は
「
玄
海
町
の
す
べ
て
の
人
の
信
頼
に

応
え
ら
れ
る
学
園
に
し
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。
こ
の
後
、
自
然
豊
か
な
玄

海
町
の
情
景
が
浮
か
ぶ
新
校
歌
も
紹
介

さ
れ
た
。

　

９
年
生
で
生
徒
会
長
の
岡
本
匠
君

（
14
）
は
「
部
活
も
大
勢
の
仲
間
と
練
習

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
友
達
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り

た
い
」
と
語
っ
た
。
８
日
午
前
10
時
か

ら
は
町
民
会
館
で
入
学
式
が
あ
り
、
１

年
生
57
人
が
新
し
い
学
校
の
仲
間
に
加

わ
る
。�

◆
２
０
１
5
年
4
月
7
日

山
田
恭
輔
新
江
北
町
長
に
聞
く

■
給
食
無
料
化
「
１
年
以
内
に
」

■
１
万
人
総
活
躍
の
町
へ
協
力
を

　

杵
島
郡
江
北
町
長
選
で
初
当
選
し
た

元
武
雄
市
く
ら
し
政
策
課
長
の
山
田
恭

輔
氏
（
47
）
＝
佐
留
志
＝
は
15
日
、
佐

賀
新
聞
社
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
た
。
公
約
に
掲
げ
た
給
食
費
の
小
中

全
学
年
無
料
化
は
「
１
年
以
内
に
め
ど

を
つ
け
る
」
と
述
べ
、
企
業
誘
致
は
工

場
に
こ
だ
わ
ら
ず
多
方
面
で
考
え
る
方

針
を
示
し
た
。

　

︱
８
年
前
に
続
く
再
挑
戦
で
初
当
選

を
果
た
し
た
。
勝
因
は
。

　

今
回
も
厳
し
か
っ
た
。
出
馬
表
明
は

相
手
候
補
か
ら
３
か
月
出
遅
れ
た
。
再
挑

戦
で
知
名
度
が
あ
っ
た
こ
と
は
勝
因
の
一

つ
。
周
辺
市
町
も
若
い
首
長
が
増
え
、
24

年
の
田
中
町
政
か
ら
新
時
代
へ
、
と
い
う

期
待
感
は
早
い
段
階
か
ら
感
じ
て
い
た
。

　

︱
町
を
二
分
す
る
選
挙
だ
っ
た
。

　

し
こ
り
が
残
ら
な
い
よ
う
、
町
内
融

和
を
図
る
。
町
民
に
は
、
１
万
人
総
活

躍
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

　

︱
町
長
と
し
て
ま
ず
取
り
組
み
た
い

こ
と
は
。

　
（
現
在
小
学
１
年
と
中
学
１
年
が
無
料

の
）
給
食
費
の
完
全
無
料
化
は
、
１
年

以
内
に
め
ど
を
付
け
た
い
。
財
源
は
ふ
る

さ
と
納
税
の
増
収
分
。
一
気
に
目
標
の

５
億
円
増
収
は
無
理
で
も
、
無
料
化
に

必
要
な
数
千
万
円
な
ら
す
ぐ
に
で
き
る

と
思
う
。
ふ
る
さ
と
納
税
は
安
定
財
源
に

は
な
ら
な
い
が
、
長
く
現
職
に
任
せ
た
こ

と
で
見
え
に
く
か
っ
た
無
駄
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
行
政
の
仕
事
を
再
点
検
し
、

削
減
で
き
た
コ
ス
ト
も
使
い
た
い
。

　

︱
企
業
誘
致
で
雇
用
１
０
０
人
分
と

い
う
目
標
は
厳
し
い
数
字
だ
。

　

工
場
誘
致
だ
け
が
企
業
誘
致
で
は
な

い
。
県
庁
時
代
に
誘
致
に
関
わ
っ
た
鳥

栖
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
や
早

稲
田
佐
賀
中
高
、
武
雄
市
の
新
武
雄
病

院
な
ど
も
一
つ
の
企
業
誘
致
。
複
数
の

事
業
所
や
店
舗
で
１
０
０
人
分
確
保
す

る
。
佐
藤
食
品
の
米
飯
工
場
誘
致
に
向

け
て
も
、
早
期
に
関
係
を
構
築
し
た
い
。

　

︱
Ｊ
Ｒ
肥
前
山
口
駅
北
口
の
再
開
発

の
具
体
的
な
考
え
は
。

　

に
ぎ
わ
い
創
出
と
狭
い
歩
道
の
安
全

確
保
が
目
的
。
歩
道
を
広
く
し
、
そ
の

分
空
き
店
舗
や
住
居
は
高
層
化
し
て
、

新
し
い
店
舗
な
ど
を
誘
致
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
利
用
可
能
な
事
業
を
探

り
、
地
域
で
も
議
論
し
て
も
ら
う
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う

な
も
の
を
頻
繁
に
開
き
た
い
。

　

︱
田
中
町
政
へ
の
評
価
は
。

　

堅
実
な
財
政
運
営
は
評
価
し
た
い
。
た

だ
こ
れ
ま
で
は
潤
沢
な
過
疎
対
策
事
業
債

な
ど
、
財
政
的
な
好
条
件
が
あ
っ
た
。
過

疎
債
も
中
長
期
的
に
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
町
の
収
入
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　

︱
子
育
て
支
援
策
に
は
給
食
費
の
ほ

か
、
高
校
生
の
医
療
費
無
料
化
も
掲
げ
た
。

　

４
年
間
の
う
ち
に
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。◆

２
０
１
６
年
2
月
16
日

副
島
選
手
“
夢
舞
台
”
頑
張
る

佐
賀
県
庁
で
五
輪
壮
行
会

ラ
グ
ビ
ー
７
人
制
日
本
代
表

江北町

人口 男4,495人 女5,090人

対話を融和で
「安住の地」を
目指す町づく
り
山田恭輔 町長

玄海町

人口 男3,029人 女2,834人

子どもたちや保護者など約600
人が出席した「玄海みらい学園」
の開校式

佐賀市

人口 男111,526人 女124,768人

リオ五輪に出場する副島亀里ララボウラティア
ナラ選手（前列右から２人目）。妻の彩さん（前
列右）や佐賀工高ラグビー部員らも駆けつけた

㈱ジェイ・エム・ディ設計

代表取締役　井上　福男
〒810-0064
福岡市中央区地行１丁目8番3号
E-mail:f.inoue@jmd-sekkei.com
URL http://www.jmd-sekkei.com 

建築設計監理 
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■
８
月
５
日
開
幕
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
五
輪
に
ラ
グ
ビ
ー
７
人
制
男
子
日
本

代
表
と
し
て
出
場
す
る
副
島
亀
里
ラ
ラ

ボ
ウ
ラ
テ
ィ
ア
ナ
ラ
選
手
（
33
）
＝
佐

賀
市
＝
の
壮
行
会
が
２
７
日
、
県
庁
で

開
か
れ
た
。
フ
ィ
ジ
ー
か
ら
来
日
し
て

８
年
目
に
訪
れ
た
“
夢
舞
台
”
に
向
け
、

「
日
本
の
た
め
、
佐
賀
の
た
め
に
頑
張
っ

て
き
ま
す
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

　

壮
行
会
に
は
約
１
５
０
人
が
集
ま
り
、

妻
・
彩
さ
ん
（
37
）
と
３
月
に
生
ま
れ

た
三
男
・
里
桜
（
り
お
）
ち
ゃ
ん
も
同

席
し
た
。
山
口
祥
義
知
事
は「
２
０
１
９

年
に
は
日
本
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
あ

る
。
副
島
選
手
が
ど
ん
な
プ
レ
ー
を
見

せ
て
く
れ
る
の
か
、
と
て
も
期
待
し
て

い
る
」
と
話
し
、県
民
が
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
き
込
ん
だ
旗
を
贈
っ
た
。

◆
２
０
１
６
年
7
月
28
日

副
島
選
手
・
ラ
グ
ビ
ー
五
輪
代
表
、
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
に
挑
戦  

コ
カ
・
コ
ー
ラ
入
団

　

ラ
グ
ビ
ー
・
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
コ
カ
・

コ
ー
ラ
レ
ッ
ド
ス
パ
ー
ク
ス
（
福
岡
県
）

は
23
日
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
で

活
躍
し
た
７
人
制
日
本
代
表
の
副
島
亀

里
（
か
め
り
）
ラ
ラ
ボ
ウ
ラ
テ
ィ
ア
ナ

ラ
選
手
（
33
）
＝
佐
賀
市
＝
の
入
団
を

発
表
し
た
。
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト

で
働
き
な
が
ら
、
プ
レ
ー
す
る
。

　

副
島
選
手
は
同
日
、
福
岡
市
内
で
開

か
れ
た
チ
ー
ム
の
激
励
会
に
出
席
。
約

２
５
０
人
の
関
係
者
が
見
守
る
中
、
期

待
の
新
加
入
選
手
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

と
、「
日
本
代
表
で
取
り
組
ん
で
き
た

１
０
０
％
以
上
の
努
力
を
続
け
て
、チ
ー

ム
に
貢
献
で
き
る
選
手
に
な
り
た
い
」

と
決
意
を
語
っ
た
。

　

副
島
選
手
は
、
日
本
代
表
で
主
将
を

務
め
た
桑
水
（
く
わ
ず
る
）
流
裕
策
選

手
と
共
に
４
位
入
賞
を
果
た
し
た
リ
オ

五
輪
で
の
活
躍
も
報
告
し
た
。
初
戦
の

強
豪
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
戦
で
同
点
ト

ラ
イ
を
決
め
た
場
面
な
ど
を
振
り
返
り

な
が
ら
、「
目
標
の
メ
ダ
ル
に
は
届
か
な

か
っ
た
け
ど
、
ほ
ん
と
う
に
楽
し
い
時

間
だ
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

フ
ィ
ジ
ー
出
身
で
１
９
０
セ
ン
チ
、

94
キ
ロ
。妻
彩
さ
ん
と
の
出
会
い
を
き
っ

か
け
に
09
年
に
来
日
し
、
佐
賀
市
の
建

設
会
社
で
道
路
工
事
の
仕
事
に
携
わ
り

な
が
ら
ラ
グ
ビ
ー
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
14
年
の
長
崎
国
体
で
ト
ラ
イ
を
量

産
し
佐
賀
県
チ
ー
ム
を
初
優
勝
に
導
く

活
躍
を
見
せ
る
と
、
同
年
12
月
に
代
表

合
宿
に
初
招
集
さ
れ
た
。

◆
２
０
１
６
年
8
月
24
日

町
と
短
大
が
連
携
協
定

特
産
品
使
っ
た
玉
ネ
ギ
酢
完
成

■
白
石
町
と
佐
賀
女
子
短
期
大
学
、
事

業
者
が
協
力
し
て
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
た
飲
用
タ
マ
ネ
ギ
酢
「
白
石
の
し
ず

く
」が
完
成
し
た
。
タ
マ
ネ
ギ
か
ら
作
っ

た
飲
用
酢
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
梅
風

味
、
ユ
ズ
風
味
、
無
調
整
の
３
商
品
を

販
売
す
る
。
開
発
に
携
わ
っ
た
学
生
ら

は
「
健
康
に
気
を
使
う
シ
ニ
ア
層
や
、

美
容
が
気
に
な
る
若
い
女
性
に
ぴ
っ
た

り
」
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

８
月
に
町
と
短
大
が
締
結
し
た
包
括

的
連
携
協
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
１
弾

と
し
て
実
現
し
た
。佐
賀
女
子
短
大
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
２
年
の
福
田
紗
季

さ
ん
（
19
）、
藤
浦
玲
菜
さ
ん
（
19
）、

牛
尾
沙
織
さ
ん
（
20
）
の
３
人
は
、
協

定
に
先
立
つ
６
月
か
ら
、
短
大
が
進
め

る
「
地
域
連
携
の
社
会
貢
献
改
革
」
の

一
環
と
し
て
白
石
産
タ
マ
ネ
ギ
を
使
っ

た
健
康
効
果
の
あ
る
商
品
開
発
を
企

画
。
白
石
町
と
タ
マ
ネ
ギ
生
産
販
売
を

手
掛
け
る
佐
賀
オ
ニ
オ
ン
フ
ァ
ー
ム（
中

村
明
社
長
、
白
石
町
）、
酢
製
造
の
サ
ガ
・

ビ
ネ
ガ
ー
（
右
近
雅
道
社
長
、
佐
賀
市
）

の
協
力
を
得
た
。

　

い
ず
れ
の
商
品
も
タ
マ
ネ
ギ
か
ら

作
っ
た
酢
に
赤
タ
マ
ネ
ギ
皮
茶
を
加
え

た
も
の
を
ベ
ー
ス
に
使
う
。
酢
に
は
血

圧
低
下
や
血
糖
値
抑
制
な
ど
の
作
用
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
タ
マ
ネ
ギ
に
は
硫
化

ア
リ
ル
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種「
ケ

ル
セ
チ
ン
」
な
ど
が
含
ま
れ
、
血
液
を

さ
ら
さ
ら
に
し
抗
酸
化
作
用
で
老
化
を

防
ぐ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
健
康
や
美

容
効
果
に
期
待
す
る
。
水
や
炭
酸
で
５

～
10
倍
に
希
釈
す
る
と
飲
み
や
す
く
、

「
無
調
整
」
は
料
理
用
に
も
使
え
る
。

　
「
短
大
で
約
１
０
０
人
に
聞
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
７
割
が
梅
風
味
や
ユ
ズ

風
味
を
お
い
し
い
と
答
え
て
く
れ
た
」

と
３
人
は
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。
佐

賀
オ
ニ
オ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
中
村
社
長
も

「
タ
マ
ネ
ギ
は
匂
い
が
強
い
の
で
心
配
も

あ
っ
た
が
、
小
学
４
年
の
孫
が
飲
ん
で

も
お
い
し
い
と
言
う
。
数
社
か
ら
商
談

を
持
ち
か
け
ら
れ
て
い
る
」
と
ヒ
ッ
ト

に
期
待
す
る
。

　

い
ず
れ
も
容
量
は
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
。
白
石
町
の
福
富
産
物
直
売
所
な
ど
で

８
８
０
円
（
税
込
み
）
で
販
売
し
て
い
る
。

◆
２
０
１
５
年
11
月
15
日

“
食
・
多
久
”
の
魅
力
マ
ッ
プ
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊・中
村
さ
ん
作
成

個
性
的
な
飲
食
店
38
店
紹
介

■
地
域
お
こ
し
は
“
食
・
多
久
（
食
卓
）”

か
ら
︱
。
国
の
支
援
事
業
で
多
久
市
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
任
命
さ
れ
た

中
村
慎
一
朗
さ
ん
（
38
）
が
市
内
の
飲

食
店
を
食
べ
歩
き
、
そ
の
店
の
お
薦
め

メ
ニ
ュ
ー
を
記
し
た
「
て
く
て
く
た
く

　

多
久
ラ
ン
チ
マ
ッ
プ
」
を
製
作
し
た
。

「
人
口
減
に
悩
む
過
疎
の
街
に
し
て
は
、

個
性
的
な
飲
食
店
が
多
い
」
と
中
村
さ

ん
。
多
久
な
ら
で
は
の
グ
ル
メ
を
マ
ッ

プ
化
し
、
市
内
外
の
“
食
い
し
ん
坊
”

を
引
き
寄
せ
る
。

　

ラ
ン
チ
マ
ッ
プ
は
、
中
村
さ
ん
が
昨

年
４
月
か
ら
１
年
を
か
け
、
食
べ
歩
い

た
38
店
舗
分
を
紹
介
。
Ａ
３
判
カ
ラ
ー

の
イ
ラ
ス
ト
タ
ッ
チ
の
地
図
に
店
舗
の

場
所
が
落
と
し
込
ん
で
あ
る
。
一
見（
い

ち
げ
ん
）
さ
ん
に
も
店
の
位
置
が
分
か

る
よ
う
に
、
店
舗
の
入
り
口
を
す
べ
て

写
真
で
紹
介
。
営
業
時
間
や
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
、
定
休
日
、
電
話
番
号
の
基
礎
デ
ー

タ
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
店
ご
と
の
「
お
す

す
め
」
メ
ニ
ュ
ー
。
店
主
推
薦
だ
け
で

な
く
、
多
久
駅
近
く
の
「
Ｊ
，
ｓ　

Ｃ

ａ
ｆ
ｅ
」
の
「
パ
ス
ト
ラ
ミ
ビ
ー
フ
の

ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
（
６
８
０
円
）」
な
ど
中

村
さ
ん
の“
舌
”で
確
認
し
、自
信
を
持
っ

て
薦
め
る
メ
ニ
ュ
ー
も
少
な
く
な
い
。

　

２
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
西
多
久
町

の
「
そ
ば
花
」
は
冬
に
店
舗
を
訪
れ
、

女
山
大
根
を
使
っ
た
お
ろ
し
そ
ば
を
食

し
、
掲
載
し
よ
う
と
し
た
が
、
期
間
限

定
と
分
か
り
断
念
。
代
わ
り
に
店
主
の

小
佐
井
秀
登
さ
ん
（
67
）
の
薦
め
で
「
そ

ば
花
の
天
ぷ
ら
定
食
」
を
食
べ
、
毎
朝

手
打
ち
す
る
そ
ば
の
コ
シ
の
強
さ
に
納

得
し
記
載
し
た
。

　

昨
年
、
東
京
か
ら
多
久
へ
移
住
し
た

中
村
さ
ん
は
、
日
常
の
街
歩
き
で
、
人

口
の
割
に
は
飲
食
店
が
多
い
こ
と
に
着

目
。
さ
ら
に
定
番
メ
ニ
ュ
ー
で
も
オ
リ

ジ
ナ
ル
要
素
が
強
い
こ
と
に
驚
い
た
と

い
う
。「
ラ
ン
チ
マ
ッ
プ
を
市
外
の
人
に

も
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、
県
中
央
部
に

位
置
す
る
多
久
の
地
理
的
な
メ
リ
ッ
ト

も
生
か
し
、
四
方
八
方
か
ら
人
を
引
き

込
み
た
い
」
と
中
村
さ
ん
は
“
食
・
多
久
”

に
よ
る
地
域
活
性
化
を
着
実
に
歩
ま
せ

よ
う
と
狙
う
。

　

ラ
ン
チ
マ
ッ
プ
は
多
久
市
役
所
や
多

久
聖
廟
近
く
の
物
産
館
「
朋
来
庵
」
な

ど
に
置
い
て
い
る
。
無
料
。

◆
２
０
１
6
年
6
月
16
日

コカ・コーラレッドスパークス
の激励会で、力強く抱負を語る
副島亀里ララボウラティアナラ
選手（右）＝福岡市のハイアッ
ト・リージェンシー・福岡

多久市

人口 男9,087人 女10,540人

多久のランチマップ製作のため「そ
ば花」の天ぷら定食を味わう地域
おこし協力隊の中村慎一朗さん

白石町

人口 男11,095人 女12,693人

飲用タマネギ酢「白石のしずく」の開
発を企画した３人

38店舗のお薦めグルメ情報
を掲載した「てくてくたく」
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如
蘭
塾
よ
み
が
え
る

武
雄
市
公
開

寄
宿
舎
棟
の
改
修
終
了 

内
外
装
、
73
年

前
の
姿

■
武
雄
市
武
雄
町
の
国
登
録
有
形
文
化

財
「
如
蘭
塾
」
の
寄
宿
舎
棟
の
保
存
改

修
工
事
が
終
わ
っ
た
。
第
２
次
大
戦
中

に
満
州
か
ら
給
費
留
学
し
た
女
性
51
人

が
学
び
暮
ら
し
た
宿
舎
は
、
畳
や
木
枠

の
窓
を
復
元
す
る
な
ど
、
73
年
前
の
建

設
当
時
の
姿
に
近
付
け
ら
れ
た
。
武
雄

市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
で
は
、
改
修

を
記
念
し
て
54
件
の
資
料
で
交
流
の
歴

史
を
振
り
返
る
「
よ
み
が
え
っ
た
如
蘭

塾
」
も
開
か
れ
て
い
る
。

　

如
蘭
塾
は
鹿
島
出
身
の
実
業
家
野
中

忠
太
が
、
満
州
か
ら
の
女
子
留
学
生
を

迎
え
る
施
設
と
し
て
建
設
。
１
９
４
２

年
に
着
工
し
、
翌
年
に
完
成
し
た
。
帝

国
ホ
テ
ル
を
建
て
た
と
さ
れ
る
建
築
家

遠
藤
新
の
設
計
で
、寄
宿
舎
棟
、教
室
棟
、

迎
賓
館
が
あ
る
。
99
年
に
国
登
録
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

改
修
さ
れ
た
寄
宿
舎
棟
は
木
造
一
部

２
階
建
て
、
２
５
３
平
方
メ
ー
ト
ル
。

１
階
に
宿
舎
や
教
官
室
、台
所
、洗
面
所
、

２
階
に
宿
舎
が
あ
る
。
外
装
は
写
真
や

内
部
に
残
っ
て
い
た
当
時
の
緑
色
を
基

に
塗
り
替
え
た
。

　

１
、２
階
の
宿
舎
は
板
張
り
の
ホ
ー
ル

を
、
４
～
９
畳
あ
る
三
つ
の
畳
の
部
屋

が
囲
ん
で
い
る
。
畳
部
屋
は
板
張
り
だ

け
に
な
っ
て
い
た
が
、
当
時
の
畳
敷
き

に
戻
し
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に
な
っ
て
い

た
一
部
の
窓
も
木
枠
に
作
り
直
し
た
。

１
階
の
洗
面
所
は
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
の

姿
。
鏡
は
傷
も
く
も
り
も
少
な
く
、
今

で
も
き
れ
い
に
姿
を
映
す
。
台
所
に
は

現
在
も
使
え
る
三
つ
の
か
ま
ど
が
あ
り
、

床
下
収
納
や
据
え
付
け
の
食
器
棚
を
備

え
る
。

　

照
明
や
ス
イ
ッ
チ
類
も
時
代
を
感
じ

さ
せ
、
部
屋
に
飾
ら
れ
て
い
る
当
時
の

写
真
を
眺
め
な
が
ら
寄
宿
生
活
を
思
い

浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
改
修
費
は

２
１
０
０
万
円
。
５
月
29
日
ま
で
公
開

し
て
い
る
。

写
真
や
塾
生
の
手
紙
展
示

市
立
図
書
館
企
画
展

　

如
蘭
塾
寄
宿
舎
棟
の
改
修
を
記
念
し

た
企
画
展
は
５
月
29
日
ま
で
開
か
れ
て

い
る
。
塾
を
運
営
し
た
日
満
育
英
会
の

設
立
趣
意
書
や
建
物
の
設
計
図
の
ほ
か
、

当
時
の
写
真
や
成
長
し
た
塾
生
か
ら
の

手
紙
も
あ
り
、
塾
の
理
念
や
交
流
の
内

容
を
伝
え
て
い
る
。

　

設
立
趣
意
書
に
は
「
日
本
婦
道
の
訓

育
並
び
に
日
本
家
庭
の
実
務
を
習
得
せ

し
め
、
以
っ
て
日
満
両
国
の
親
善
結
合

に
資
し
…
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

設
立
に
あ
た
り
武
雄
町
民
は
梅
林
を
整

備
す
る
な
ど
準
備
を
進
め
、
塾
生
の
到

着
を
日
の
丸
を
振
っ
て
出
迎
え
て
い
る
。

　

塾
生
は
１
９
４
３
年
に
29
人
、
44
年

に
22
人
が
訪
れ
た
。
御
船
山
を
背
景
に

並
ん
だ
り
、
武
雄
神
社
を
訪
ね
た
り
。

創
立
時
の
如
蘭
塾
な
ど
を
含
め
、
多
く

の
写
真
で
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
卒
業
式
で
の
祝
辞
や
送
辞
、

答
辞
の
原
稿
も
あ
る
。

　

元
塾
生
が
83
（
昭
和
58
）
年
９
月
に
、

当
時
の
本
山
昌
太
郎
市
長
に
宛
て
た
手

紙
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。
原
稿
用
紙
４

枚
に
「
武
雄
町
の
景
色
と
校
庭
の
美
し

さ
は
な
か
な
か
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
」「
先
生
方
の
熱
心
な
教
育

は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

な
ど
と
つ
づ
っ
て
い
る
。
こ
の
手
紙
が

き
っ
か
け
で
、
塾
生
と
の
交
流
が
復
活

し
た
。

◆
２
０
１
６
年
4
月
15
日

今
年
も
10
人
を
中
国
へ
派
遣

　

伊
万
里
商
業
３
年
の
池
田
結
花
さ
ん

は
「
日
中
関
係
が
悪
い
と
言
わ
れ
る
の

は
政
府
同
士
の
問
題
で
、
日
本
に
親
し

み
を
持
っ
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る

と
話
し
て
く
れ
た
。
国
と
国
で
は
な
く
、

一
人
一
人
の
つ
き
あ
い
が
大
切
」
と
、

体
験
と
思
い
を
伝
え
た
。

　

中
国
の
同
世
代
の
語
学
力
や
学
ぶ
姿

勢
に
刺
激
を
受
け
た
団
員
も
多
く
、「
勉

強
へ
の
意
欲
の
差
を
感
じ
た
」（
佐
賀
商

３
年
・
小
山
結
加
さ
ん
）、「
楽
し
く
話

せ
る
ほ
ど
日
本
語
を
身
に
付
け
て
い
た
。

私
も
学
び
た
い
」（
武
雄
２
年
・
後
藤
貴

恵
子
さ
ん
）
な
ど
の
報
告
も
相
次
い
だ
。

　

後
藤
理
事
長
は
今
回
を
含
め
４
回
、

45
人
を
派
遣
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、「
こ

の
経
験
を
学
校
生
活
や
将
来
に
生
か
し

て
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

派
遣
団
は
８
高
校
10
人
と
引
率
者
ら

計
19
人
で
、
３
月
27
日
か
ら
５
日
間
、

瀋
陽
、
大
連
、
北
京
を
訪
ね
、
現
地
学

生
と
の
交
流
な
ど
を
重
ね
た
。

◆
２
０
１
６
年
4
月
15
日

子
育
て
支
援
で
移
住
促
進
を

■
カ
ニ
、
ミ
カ
ン
、
カ
キ
街
道
、
そ
し

て
「
月
の
引
力
が
見
え
る
町
」
と
い
う

す
て
き
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
知
ら

れ
る
太
良
町
。
多
良
岳
山
系
と
有
明
海

に
包
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
と
、
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
る
特
産
品
の
数
々
が
自
慢
の

町
だ
。
そ
ん
な
町
に
は
も
う
一
つ
、
自

慢
で
き
る
も
の
が
あ
る
。「
子
育
て
支
援
」

だ
。
充
実
し
た
支
援
制
度
を
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
、
定
住
や
移
住
の
促
進
に
つ

な
げ
た
い
。

　

子
育
て
支
援
の
充
実
度
は
佐
賀
県

ト
ッ
プ
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
生
ま
れ
る
と

誕
生
祝
い
が
10
万
円
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
購
入
に
は
最
大
１
万
４
千
円
を
助
成

す
る
。
小
学
校
入
学
時
と
中
学
校
卒
業

時
に
祝
い
金
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
３
万
円

が
贈
ら
れ
る
。
小
中
学
生
の
給
食
費
は

無
料
で
９
年
間
の
総
額
は
約
44
万
円
。

中
学
校
卒
業
ま
で
概
算
で
61
万
円
の
支

援
が
あ
る
。

　

加
え
て
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
全
額

助
成
が
あ
る
。
２
０
１
５
年
度
の
助
成

実
績
は
２
２
０
０
万
円
。
対
象
者
数
で

割
る
と
１
万
５
千
円
超
に
な
る
。
生
ま

れ
て
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
、
平
均
す
る

と
30
万
円
近
い
助
成
を
受
け
て
い
る
計

算
に
な
る
。
ほ
か
に
第
二
子
以
降
の
保

育
料
全
額
助
成
、
20
万
円
の
結
婚
祝
い

金
な
ど
の
制
度
も
備
え
て
い
る
。

　
「
医
療
費
や
給
食
費
が
全
額
助
成
さ

れ
、
何
か
と
物
入
り
な
誕
生
や
入
学
、

卒
業
の
節
目
に
祝
い
金
が
あ
る
」
︱
こ

ん
な
支
援
策
は
人
口
の
多
い
自
治
体
で

は
経
費
が
膨
大
に
な
る
た
め
実
施
は
難

し
い
。
だ
か
ら
、
定
住
や
移
住
促
進
の

大
き
な
武
器
に
な
る
。

　

移
住
の
受
け
皿
と
し
て
住
宅
が
必
要

だ
。
町
で
は
昨
年
か
ら
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
ま
で

に
４
件
の
契
約
が
成
立
し
た
が
、
空
き

家
登
録
は
９
軒
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

「
問
い
合
わ
せ
も
結
構
あ
る
が
、
貸
し
出

す
物
件
が
少
な
い
」（
町
企
画
商
工
課
）

と
い
う
も
っ
た
い
な
い
状
況
だ
。

　

た
だ
、
空
き
家
は
多
い
。
４
年
前
の

調
査
だ
が
、
危
険
家
屋
を
除
い
て
も

１
０
０
軒
超
あ
っ
た
。
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
を
勧
め
て
も
「
荷
物
の
片
付

け
が
や
っ
か
い
」「
帰
省
す
る
時
に
使
う
」

な
ど
の
理
由
で
ほ
と
ん
ど
断
ら
れ
る
と

武雄市

人口 男23,151人 女25,896人

２階の宿舎。中央の板張りのホールを３
方から畳の部屋が囲む。一部アルミサッ
シになっていた窓も木枠に戻した

太良町

人口 男4,092人 女4,608人

少子高齢化対
策や子育て支
援に力を入れ
る
岩島正昭 町長 武雄駅に降り立った塾生

たち、町民は日の丸の小
旗を振って歓迎した

創建当時の如蘭塾

グラバー邸

美女（心）揃いのお店です。お待ちしています。

田 川　き よ み

〒810-0801福岡市博多区中洲2丁目6-7
ジョイフルヤマモトビル４F
TEL 092-272-0864
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い
う
。
受
け
皿
を
増
や
す
た
め
に
、
荷

物
整
理
の
た
め
の
貸
し
倉
庫
整
備
や
利

用
料
補
助
、
帰
省
時
の
宿
泊
費
補
助
な

ど
、
心
を
動
か
す
制
度
は
ど
う
だ
ろ
う
。

ひ
と
工
夫
し
た
い
。

　

受
け
皿
づ
く
り
と
同
時
に
「
子
育
て

支
援
充
実
」
の
Ｐ
Ｒ
も
進
め
た
い
。「
高

校
卒
業
ま
で
◯
万
円
」「
給
食
費
、
医
療

費　

全
額
助
成
」
な
ど
分
か
り
や
す
い

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
、
町
外
に
広

く
伝
わ
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
考
え
た
い
。

　

発
達
障
害
や
不
登
校
の
生
徒
を
受
け

入
れ
て
い
る
太
良
高
校
も
大
き
な
存
在

だ
。
小
中
学
生
の
６
・
５
％
が
発
達
障
害

の
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
関
心
も

高
ま
っ
て
い
る
。
太
良
高
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
町
内
の
小
中
学
校
も
連
携

を
深
め
て
、「
発
達
障
害
へ
の
先
進
対
応
」

と
打
ち
出
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
教
育
に

関
す
る
取
り
組
み
は
子
育
て
支
援
と
両

輪
に
も
な
る
。

　

12
年
前
、
町
民
は
住
民
投
票
に
よ
っ

て
鹿
島
市
と
合
併
し
な
い
こ
と
を
選
択

し
た
。
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
小
回
り

の
効
く
施
策
を
実
行
で
き
る
。
豊
か
な

自
然
を
守
り
な
が
ら
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

町
を
さ
ら
に
磨
き
た
い
。

◆
２
０
１
６
年
7
月
23
日

ピ
ア
ノ
の
調
べ
に
誓
う

月
光
の
夏
演
奏
会

■
鳥
栖
市
の
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
で
は
、

特
攻
隊
員
の
悲
話
を
描
い
た
22
年
前
の

映
画
「
月
光
の
夏
」
で
ピ
ア
ノ
を
担
当

し
た
武
蔵
野
音
大
講
師
の
小
柳
信
道
さ

ん
（
55
）
＝
東
京
都
＝
を
招
い
た
演
奏

会
が
あ
り
、
市
民
約
２
０
０
人
が
平
和

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

　

映
画
製
作
を
支
援
し
た
鳥
栖
市
の
齊

藤
美
代
子
さ
ん
（
72
）
が
、
出
撃
前
の

隊
員
が
弾
い
た
ピ
ア
ノ
（
ド
イ
ツ
・
フ
ッ

ペ
ル
社
製
）
が
平
和
を
願
う
市
民
の
熱

意
で
守
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
戦

没
者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、
小
柳

さ
ん
が
奏
で
る
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
月
光
」

の
美
し
い
音
色
に
聞
き
入
っ
た
。

　
「
志
半
ば
で
死
ん
だ
隊
員
の
無
念
さ
を

感
じ
、
追
悼
の
思
い
を
込
め
て
弾
い
た
」

と
小
柳
さ
ん
。
小
中
高
生
の
演
奏
体
験

も
あ
り
、
佐
賀
北
高
３
年
の
寳
藏
寺
篤

さ
ん
（
17
）
は
「
鍵
盤
が
重
く
、
歴
史

が
詰
ま
っ
て
い
る
感
じ
が
し
た
。
い
つ

ま
で
も
こ
の
ピ
ア
ノ
を
守
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

◆
２
０
１
５
年
8
月
16
日

復
興
応
援
酒
「
絆
伝
心
」
５
年
目
完
成

生
徒
、
自
作
ラ
ベ
ル
を
貼
付

■
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
県

登
米
（
と
め
）
市
の
酒
米
を
取
り
寄
せ

て
作
る
復
興
応
援
・
交
流
の
酒「
絆
伝
心
」

が
５
年
目
の
今
年
も
完
成
し
た
。
製
造

を
手
掛
け
た
み
や
き
町
の
天
吹
酒
造
で

10
日
、「
障
が
い
者
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

　

ユ
ニ
カ
レ
さ
が
」（
佐
賀
市
）
の
学
生

約
20
人
ら
が
復
興
へ
の
願
い
を
込
め
、

一
本
一
本
手
作
業
で
瓶
に
ラ
ベ
ル
を
貼

り
、
商
品
を
完
成
さ
せ
た
。

　

復
興
応
援
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
と

め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
地
球
市
民
の
会
」

の
西
村
一
守
さ
ん
（
67
）
が
ス
ク
ー
ル

の
理
事
を
務
め
て
い
る
縁
で
、
ユ
ニ
カ

レ
さ
が
の
学
生
た
ち
は
今
年
、
肥
前
名

尾
和
紙
製
の
ラ
ベ
ル
作
り
を
手
伝
っ
た
。

「
ラ
ベ
ル
を
作
っ
た
か
ら
に
は
、
貼
る
作

業
も
体
験
し
た
い
」
と
協
力
を
名
乗
り

出
た
。

　

西
村
さ
ん
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
は
「
絆
伝
心
」
の
文
字
が
入
っ
た

ラ
ベ
ル
に
の
り
を
つ
け
、
学
生
た
ち
が

酒
の
詰
ま
っ
た
青
い
ガ
ラ
ス
瓶
に
１
枚

ず
つ
、
計
２
０
０
本
分
に
貼
っ
て
い
っ

た
。
統
合
失
調
症
を
患
う
佐
賀
市
の
女

性
（
45
）
は
「
ラ
ベ
ル
を
真
ん
中
に
貼

る
の
に
苦
労
し
た
。
支
援
す
る
側
と
し

て
働
き
た
い
と
い
う
夢
が
あ
る
の
で
、

そ
の
第
一
歩
に
な
れ
ば
」
と
笑
顔
を
見

せ
た
。

　

復
興
応
援
酒
（
７
２
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
入
り
１
６
２
０
円
）
は
千
本
限
定
。

一
部
は
現
地
の
仮
設
住
宅
に
贈
り
、
３

月
11
日
か
ら
一
般
販
売
す
る
。

◆
２
０
１
６
年
2
月
13
日

指
定
天
然
記
念
物

「
小
川
内
の
杉
」
移
植
開
始

土
固
く
作
業
難
航

■
福
岡
県
が
佐
賀
県
と
の
県
境
に
造
る

五
ケ
山
ダ
ム
建
設
で
、
神
埼
郡
吉
野
ケ
里

町
小
川
内
の
水
没
予
定
地
に
あ
る
佐
賀

県
指
定
天
然
記
念
物
「
小
川
内
（
お
が

わ
ち
）
の
杉
」
の
移
植
作
業
が
24
日
始

ま
っ
た
。
高
さ
24
～
39
メ
ー
ト
ル
の
３
本

の
幹
が
根
元
で
癒
着
す
る
樹
齢
７
０
０

年
以
上
の
巨
木
を
土
ご
と
、
43
メ
ー
ト

ル
高
い
２
２
０
メ
ー
ト
ル
南
側
に
移
す
。

全
国
に
例
が
な
い
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
あ
っ
て
慎
重
に
作
業
を
進
め
た
。

　

山
の
斜
面
に
盛
り
土
を
し
て
移
植
地

ま
で
レ
ー
ル
を
敷
く
工
事
は
ほ
ぼ
終
わ
っ

て
い
る
。
こ
の
日
は
鋼
製
保
護
枠
で
囲
ま

れ
た
巨
木
を
土
ご
と
引
き
上
げ
る
作
業
に

着
手
し
た
。１
メ
ー
ト
ル
上
げ
る
予
定
だ
っ

た
が
、
地
面
が
固
く
て
は
が
れ
な
か
っ
た

め
４
セ
ン
チ
上
げ
た
だ
け
で
中
断
し
た
。

　

福
岡
県
五
ケ
山
ダ
ム
建
設
事
務
所
の

担
当
者
は
「
こ
れ
ま
で
前
例
が
な
い
移

植
だ
け
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

地
面
の
状
況
を
調
べ
、
樹
木
医
に
意
見

を
聞
い
て
対
策
を
考
え
、
移
設
作
業
を

本
格
化
さ
せ
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

小
川
内
の
杉
は
、
２
０
０
８
年
に
移
転
し

た
山
祇
（
や
ま
づ
み
）
神
社
の
横
に
４
月
末

ご
ろ
ま
で
に
移
植
を
完
了
す
る
予
定
。
巨
木

を
架
台
に
乗
せ
た
後
、
斜
面
を
移
動
さ
せ
る

作
業
は
、
３
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
る
。

◆
２
０
１
6
年
2
月
25
日

仲良く給食を食べる子どもたち。町は子育て支援の一つとして、
昨年度から小中学生の給食費を無料にしている＝太良町の大浦小

蒸し上がったばかりの米を広げて冷ます、
杜氏とボランティア＝みやき町の天吹酒造

山祇（やまづみ）神社
の近くに移設完了。

鳥栖市

人口 男34,917人 女38,182人

終戦から 70 年となった 15 日、佐賀
今生の別れにピアノを弾いた特攻隊員
に思いを重ね、映画でピアノを担当し
た小柳信道さんが「月光」奏でた

吉野ヶ里町

人口 男8,160人 女8,300人

リフトを使った
移 植 作 業 が 始
まった「小川内
の杉」

みやき町

人口 男11,938人 女13,296人

「絆伝心」のラベ
ルを貼るユニカレ
さがの学生
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「
あ
さ
ご
藩
」
は
じ
め
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
に
は
、
13
年
連
続
で
生
産
量
・
販
売
額
と

も
に
全
国
一
を
誇
る
「
佐
賀
海
苔
Ⓡ
」
や
、
平
成
22

年
か
ら
６
年
連
続
で
特
Ａ
評
価
を
獲
得
し
て
い
る
県

産
米
「
さ
が
び
よ
り
」
な
ど
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
が

丁
寧
に
つ
く
り
あ
げ
、
高
い
品
質
を
誇
る
県
産
品
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
う
し
た
県
産
品
の
美
味
し
さ
を
、
素

材
感
が
伝
わ
り
や
す
い
「
朝
ご
は
ん
」
を
切
り
口
に

全
国
に
発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
そ
の
名
も
『
あ

さ
ご
藩
』
を
始
め
ま
し
た
。

　

か
つ
て
佐
賀
に
朝
食
を
何
よ
り
重
ん
じ
る
「
あ
さ

ご
藩
」
と
い
う
架
空
の
藩
が
あ
っ
た
と
い
う
設
定
で

時
代
劇
ム
ー
ビ
ー
を
制
作
し
、
県
産
品
を
使
っ
た
一

汁
三
菜
の
朝
ご
は
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

演
じ
る
キ
ャ
ス
ト
は
佐
賀
県
出
身
の
優
木
ま
お
み

さ
ん
、
ナ
イ
ツ
の
塙
さ
ん
、
佐
賀
市
在
住
の
は
な
わ

さ
ん
親
子
に
、
江
頭
２
：
５
０
さ
ん
で
す
。

　

ム
ー
ビ
ー
に
登
場
す
る
朝
ご
は
ん
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ご
ち
そ
う
さ
ん
」
の
フ
ー
ド

も
担
当
し
た
人
気
フ
ー
ド
ス
タ
イ
リ
ス
ト
、
飯
島
奈

美
さ
ん
に
監
修
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
ん
と
も
お
腹
が
空
く
、そ
し
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ム
ー

ビ
ー
は
公
開
直
後
か
ら
話
題
を
呼
び
、
動
画
配
信
サ
イ

ト
で
の
再
生
回
数
は
３
万
回
を
超
え
る
ほ
ど
で
す
。「
あ

さ
ご
藩
」
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
ご
覧
に
な
ら
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
最
高
の
試
食
会
」
を
開
催

　

８
月
21
日
に
は
佐
賀
城

本
丸
歴
史
館
で
ム
ー
ビ
ー

に
登
場
す
る
「
最
高
の
朝

ご
は
ん
（
夏
編
）」
を
実
際

に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

「
最
高
の
試
食
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
一
般
公
募
に

よ
る
15
組
30
名
の
夏
休
み

中
の
親
子
と
、
ム
ー
ビ
ー

に
出
演
い
た
だ
い
た
、
は

な
わ
さ
ん
と
次
男
竜
之
介

君
親
子
を
特
別
ゲ
ス
ト
に

迎
え
、
山
口
知
事
と
と
も

に
、
ム
ー
ビ
ー
さ
な
が
ら

の
世
界
観
の
中
、
み
ん
な

で
「
最
高
の
朝
ご
は
ん
」

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

山
口
知
事
と
は
な
わ
さ
ん
親
子
に
よ
る
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
の
後
、「
い
た
だ
き
ま
す
！
」
の
合
唱
で
試
食

が
ス
タ
ー
ト
。
皆
さ
ん
、「
佐
賀
牛
の
角
切
り
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
生
姜
お
ろ
し
」
や
「
呼
子
の
イ
カ
の
な
め
ろ

う
唐
津
産
赤
ウ
ニ
の
せ
」
な
ど
に
箸
が
止
ま
ら
な
い

様
子
で
、
ご
飯
を
４
杯
も
お
か
わ
り
す
る
お
子
さ
ん

も
い
ま
し
た
。「
美
味
し
い
」
と
い
う
声
が
飛
び
交

い
、　
「
今
日
の
献
立
を
ぜ
ひ
家
庭
で
も
作
っ
て
家
族

に
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
い
う
お
母
さ
ん
の
声
も
聞
こ

え
、
最
後
は
ム
ー
ビ
ー
同
様
に
「
ご
ち
そ
う
佐
賀
で

し
た
！
」
の
合
唱
で
イ
ベ
ン
ト
を
終
了
し
ま
し
た
。

「
最
高
の
朝
ご
は
ん
（
秋
編
）」

　

ム
ー
ビ
ー
で
紹
介
し
て
い
る
、「
最
高
の
朝
ご
は
ん

（
夏
編
）」
に
続
き
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
秋
編
を
レ

シ
ピ
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
他
県
産

品
に
係
る
情
報
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＜問い合わせ＞　佐賀県流通・通商課

電　話　0952(25)7252

ＦＡＸ　0952(25)7307

メール　ryuutsuu-tsuushou@pref.saga.lg.jp

www.asago-han.jp/ あさご藩 検 索
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佐
賀
県
で
は
、
九
州
初
の
試
み
と
し
て
、
夜
景
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
が
融
合
し
た
作
品
の
上
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
一
番
高
い
位
置
に
あ

る
佐
賀
県
庁
の
展
望
ホ
ー
ル
か
ら
見
渡
せ
る
佐
賀
平
野
の
夜
景
と
融
合
し
た
作
品

は
「
夜
の
県
庁
が
お
も
し
ろ
い
！
」
と
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

作
品
を
手
掛
け
た
の
は
、
東
京
駅
や
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
な
ど
で
行
わ
れ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
作
品
を
数
々
成
功
さ
せ
た
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
集
団

「
N
A
K
E
D
」。
佐
賀
県
の
夜
景
に
歴
史
・
文
化
が
融
合
し
た
作
品
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
佐
賀
の
灯
り
」。
映
像
の
中
で
は
、
佐
賀
城
天
守
が
登
場
し
た
り
、
バ
ル
ー

ン
が
飛
行
し
た
り
と
約
10
分
間
の
作
品
を
楽
し
み
な
が
ら
、
佐
賀
県
の
魅
力
を
い

ろ
い
ろ
と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
数
回
に
一
度
、
隠
れ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
映
像
の
ど
こ
か
に
登
場
し
た
り
、冬
や
春
に
は
作
品
の
演
出
の
一
部
を
マ
イ
ナ
ー

チ
ェ
ン
ジ
す
る
な
ど
何
度
も
楽
し
め
る
仕
掛
け
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

作
品
は
無
料
で
観
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
期
間
中
は
毎
日
上
映
さ
れ
ま
す
。
年

末
年
始
も
上
映
し
ま
す
の
で
、
帰
省
さ
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
寄
り
下
さ
い
。

　

そ
し
て
、
来
場
さ
れ
た
方
に
は
そ
こ
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
お
得
な
飲
食
店
の

ク
ー
ポ
ン
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
し
て
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
佐
賀
の
夜
の
街
歩
き
を
楽
し
み
な
が

ら
、
美
味
し
い
佐
賀
の
お
酒
や
食
事
に
舌
鼓
を
打
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

佐
賀
の
夜
の
新
し
い
観
光
の
仕
方

≪
開
催
期
間
≫

　

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

　

10
月
か
ら
は
18
時
30
分
～
22
時
ま
で

　
（
注
意　

９
月
以
降
、
日
曜
・
祝
日
は
21
時
ま
で
の
上
映
と
な
り
ま
す
）

≪
問
い
合
わ
せ
先
≫

　

佐
賀
県　

観
光
課

　

電
話　

０
９
５
２ 

（
２
５
）
７
３
８
６

　

※
土
日
祝
は
０
９
５
２
（
２
４
）
２
１
１
１
に
お
電
話
下
さ
い
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
５
２
（
２
５
）
７
３
０
４

　

kan
ko

u
@

p
ref.sag

a.lg
.jp

　

検 

索

ア
ー
ト
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
佐
賀

　

ご
来
庁
の
際
は
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。



〜 福岡への通勤をサポート！通勤定期券購⼊費補助制度のお知らせ 〜
佐賀市では、福岡都市部等にご勤務の皆さまの佐賀市への転⼊（移住）を⽀援するため、
通勤定期券の特急料⾦相当分を補助しています。ぜひご活⽤ください！

“さが暮らし”のススメ！
「さが移住サポートデスク」を開設
佐賀県では、地域に活⼒を⽣み出すため、県内への新しい

⼈の流れをつくり、移り住んでもらうための取組を進めています。
この取組の⼀環として、県内への移住に関⼼をお持ちの⽅を
対象とした相談窓⼝「さが移住サポートデスク」を、佐賀県庁と
東京・有楽町のふるさと回帰⽀援センターに開設しております。
同デスクでは専任の移住コーディネーターが相談者のニーズに
応じてきめ細やかに対応。
県内への就職・暮らしのご相談は「さが移住サポートデスク」へ
是⾮お問い合わせください！

【お問合せ先】

⼟・⽇・祝は休み

MAIL:saga@furusatokaiki.net
URL:http://www.furusatokaiki.net/

TEL 0952-25-7551
MAIL:sagaiju@pref.saga.lg.jp
URL:https://www.sagasmile.com/

相談時間
10時〜19時

TEL 090-1657-8205

佐
賀

東
京

対 象

内 容

・ 県外にお住まいで、県内での就職（UJIターン）
をお考えの⽅
・ 県内への移住に興味をお持ちの⽅

・ 県内への就職相談
・ 住まい、⼦育てなど暮らしに関する相談
（空き家情報、⼦育てに関する情報、市町の移住⽀援策
などの提供）

さが暮らし☆しごと相談 ｉｎ ＦＵＫＵＯＫＡ 開催中

★特別開催 ８・９・１０⽉ 毎週⽔曜⽇ １７時３０分〜２０時３０分
★ 会 場 博多バスターミナル9階貸ホール（博多駅博多⼝から徒歩１分）
★ 対 象 佐賀県への就職・暮らしに関⼼をお持ちの⽅

佐賀県庁新⾏政棟１F （佐賀市城内1－1－59）

認定NPO法⼈ふるさと回帰⽀援センター
（東京都千代⽥区有楽町2-10-1東京交通会館8F）

さが移住サポートデスク（佐賀）

さが移住サポートデスク（東京）

⽉・⽊は休み

相談時間
10時〜19時

【お問合せ先】 佐賀市企画政策課 TEL 0952-40-7038

・ 特急定期券の特急料⾦相当分 ⽉額最⼤15,000円補助（千円未満切捨）
・ 申請翌⽉から最⼤３６か⽉補助（申請は平成29年度末まで受付）
・ ⾼速バスも補助対象

※⼤学や⾼校等を卒業された佐賀市在住の新規就労者も対象です（諸条件あり）

佐賀市外に１年以上居住したのちに、平成２７年４⽉以降に佐賀市へ転⼊（移住）した⽅で、
本⼈または配偶者のいずれかが 転⼊⽇において４０歳未満の⽅

対

象

内

容
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平
成
十
六
年
六
月
の
総
会
で
理

事
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
十
二
年

間
も
県
人
会
の
活
動
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
は
、
会
長
交
代
と
役
員
の

増
員
が
あ
り
、
新
し
い
時
代
の
始

ま
り
と
言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

協
賛
広
告
の
ご
掲
載
、
協
賛
品

の
ご
提
供
な
ど
県
人
会
活
動
へ
の

ご
協
力
に
紙
面
を
借
り
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

編  

集  

後  

記

故　貞方　弘道 様
平成28年3月20日永眠
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新会員様 募集中

お知り合いの方で佐賀県出身の方を
ご紹介下さい。

連絡先：福岡市佐賀県人会事務局
電　話　092-282-3721
ＦＡＸ　092-282-3726
携　帯　090-8914-5772（担当 清村）

色落ちノリ
液肥化

活
躍
す
る

佐
賀
県
人たち

　

厄
介
者
と
な
っ
て
い
る
色
落
ち
し
た
ノ

リ
を
原
料
に
し
た
液
肥
を
、
大
川
市
の
住

民
な
ど
で
つ
く
る
有
明
海
の
り
再
生
利
用

研
究
会
（
於
保
正
美
会
長
）
が
開
発
し
た
。

こ
れ
ま
で
ノ
リ
原
料
の
個
体
肥
料
は
あ
っ

た
が
液
肥
は
初
め
て
。
米
や
野
菜
、
花
き

な
ど
の
生
育
に
効
果
が
高
い
と
い
う
。
７

月
に
の
り
パ
ワ
ー
株
式
会
社
を
設
立
し
、

９
月
に
は
県
に
特
殊
肥
料
の
製
造
と
販
売

を
届
け
出
た
。
来
年
の
販
売
開
始
を
目
指

す
。

　

色
落
ち
ノ
リ
は
商
品
価
値
が
な
く
、
処

理
費
用
が
か
か
る
た
め
不
法
投
棄
が
相
次

ぎ
、
有
明
海
の
環
境
悪
化
の
一
因
と
な
っ

て
い
る
。
県
漁
連
か
ら
利
用
法
が
な
い
だ

ろ
う
か
と
相
談
を
受
け
た
研
究
会
が
２
年

前
か
ら
開
発
。
土
壌
微
生
物
で
ノ
リ
を
分

解
し
、
３
カ
月
間
発
酵
さ
せ
液
肥
に
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。

　

今
年
、
市
内
の
４
軒
の
米
作
農
家
で
試

験
的
に
導
入
し
た
結
果
、
収
穫
量
が
上
が

り
、
一
般
財
団
法
人
日
本
穀
物
検
定
協
会

（
東
京
）の
食
味
検
定
で
も
好
成
績
を
得
た
。

パ
セ
リ
な
ど
の
野
菜
、
バ
ラ
な
ど
の
花
に

も
効
果
が
あ
っ
た
。

　

商
品
名
は
「
野
火
１
号
」。
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
は
野
火
と
ノ
リ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
赤
い

イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
い
る
。
販
売
予
定
価

格
は
１
㍑
入
り
で
税
別
３
千
円
。
10
月
に

は
大
川
市
内
で
液
肥
を
使
っ
た
水
田
で
収

穫
し
た
米
の
試
食
会
が
開
か
れ
た
。
農
家

や
漁
業
関
係
者
ら
約
30
人
が
出
席
し
、
お

に
ぎ
り
な
ど
で
味
を
確
か
め
た
。

　

於
保
会
長
の
い
と
こ
で
、
の
り
パ
ワ
ー

の
社
長
に
就
任
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

於
保
泰
正
さ
ん
は
「
有
明
海
の
再
生
と
農

家
の
所
得
向
上
に
少
し
で
も
つ
な
が
れ
ば

い
い
。
さ
ら
に
効
果
の
あ
る
液
肥
の
開
発

に
向
け
、
研
究
機
関
と
も
連
携
し
た
い
」

と
話
し
た
。

（
西
日
本
新
聞  

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
掲
載
分
よ
り
）

於保正美さん（佐賀市出身）

有明海の厄介者「色落ちノリ」を
農家の味方に



新　規　入　会　者 （平成27年9月以降入会分）
氏　　　名 出　身　地 勤　　務　　先 紹　介　者

古 賀 博 之 唐 津 市 ㈱サン企画　取締役
伊 東 道 雄 唐 津 市 日本ハウジング㈱
井 上 紹 幸 唐 津 市 シティプラン㈱　社長 阪口　夏希　様
前 田 秀 敏 基 山 町 （学）東明館学園　法人事務局長 小島　理事
敷 田 博 法 玄 海 町 ㈱メディア企画センター　社長 鶴　常任
柿 本 真 弓 神 埼 市 福岡大学　スポーツ科学部　教授
飯 田 美 紀 唐 津 市 オフィスM2　代表 鶴　常任
倉　員　三恵子 結婚相談室　アンジュ　代表 羽根　和子　様
渡 邊 正 和 佐 賀 市 福岡大学　スポーツ科学部　講師 高島　常任
牛 尾 千 春 神 埼 市 主婦 高島　常任
森　　　あや子 唐 津 市 福岡市市議会議員 木下　理事
野 田 邦 雄 佐 賀 市 九州電力㈱国際事業本部 木下　理事
栗　山　広一郎 神 埼 市 ㈱ニシケン　会長 森田　卓次　様
谷 田 政 行 佐 賀 市 ㈲谷田建設　社長 野田　　隆　様
野 中 洋 之 多 久 市 アヤノホーム㈱　社長 山口　心次　様
田　中　裕一郎 佐 賀 市 ㈱グローカルワークス　社長
永 井 　 隆 多 久 市 ㈱永井建設　社長 森田　玉子　様
西 田 真 三 佐 賀 市 九州電力 長野　益徳　様
中 村 孝 浩 ビズ・リファイン㈱ 林谷　常任
野 田 和 正 佐 賀 市 野口労務管理事務所　代表 無津呂　理事
宮 崎 大 士 小 城 市 宮崎労務管理事務所　代表 無津呂　理事
橋 本 早 苗 ㈲橋本板金工業 川上　理事
藤 瀬 菜 摘 江 北 町 野村証券　福岡支店 反響
羽 根 和 子 佐 賀 市 美と健康サロン　Paume　店主
道　田　加喜呼 ナチュ・ライフ　代表 池田　理事
山 崎 豊 継 武 雄 市 ㈱えん 田中　秀夫　様
布 巻 浩 二 佐 賀 市 ソニー生命保険㈱　博多支社 木下　和則　様
伊 東 和 幸 佐 賀 市 九州電力㈱　経営監査部長 木下　理事
大久保　　　賢 小 城 市 ㈱明和不動産　次長 木下　理事
久保田　悦　子 武 雄 市 アゲイン　代表 木下　理事
右 寺 武 志 佐 賀 市 ㈱トンカチ　社長 木下　理事
森 本 治 子 嬉 野 市 木下　理事
山 口 心 次 伊 万 里 市 おそうじ本舗　吉塚店　店長 木下　理事
坂 田 隆 史 佐 賀 市 CROSS　FM　社長 木下　理事
堀 　 純 生 佐 賀 市 ホリスコーポレーション 木下　理事
西 村 松 次 神 埼 市 ㈱九電工　社長
吉 武 孝 信 佐 賀 市 ティー・ワイ・ジャパン㈱　社長 於保　理事
梶　田　みわこ 鳥 栖 市 ユリ美容室　着付師 於保　理事
古 賀 典 夫 佐 賀 市 富士ゼロックス福岡㈱　部長 清村　常任
岩 崎 和 人 佐 賀 市 九州通信ネットワーク㈱　社長 長野　益徳　様
小 林 美 希 武 雄 市 キッシュキッシュ 井原　　茂　様
小 林 健 志 武 雄 市 大衆ワイン酒場　Quiche×Quiche　代表 井原　　茂　様
麻 生 　 茂 唐 津 市 九州大学大学院　工学研究院　教授
権　藤　千栄実 佐 賀 市 ㈱Campanula　社長 井原　　茂　様
緒 方 健 二 佐 賀 市 ㈱中野建設　福岡支店 松本　光稔　様
原 　 徳 久 伊 万 里 市 バランス不動産㈱　社長
小　島　郁二郎 鳥 栖 市 平岡電気㈱　営業課長
杠 和 　 俊 佐 賀 市 ㈱東亜商会　社長 清村　常任
田 中 良 英 佐 賀 市 九州建設㈱　取締役総務本部長
古 賀 裕 一 吉野ヶ里町 マジックテラス　営業統括部長
守 谷 憲 子 唐 津 市 ㈱オリーブポップコーン　店長
吉 田 知 歩 唐 津 市 共立美容外科　福岡院
大 島 正 明 嬉 野 市 泰平印刷㈱　福岡支店長代理 山口　雅剛　様
壇 　 一 也 佐 賀 市 鴻和法律事務所　弁護士 林谷　常任
丸 山 嘉 典 多 久 市 東豊道路機材㈱　理事 反響

26〈 む つ ご ろ №64　〉



27 〈 む つ ご ろ №64　〉



「お客さまとともに、
　地域の未来を創造する銀行」を
　　　　　　　　　　　目指して

「お客さまとともに、
　地域の未来を創造する銀行」を
　　　　　　　　　　　目指して

28〈 む つ ご ろ 〉平成28年10月15日


